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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置本体と、
　各色に対応して設けられる複数の像担持体保持ユニットと、
　前記装置本体に対して着脱可能に装着され、前記複数の像担持体保持ユニットを並列に
配置した状態で一体的に保持するタンデム型プロセスユニットと、
　各前記像担持体保持ユニットに対応して設けられ、前記像担持体保持ユニットに対して
着脱可能に装着される複数の現像カートリッジとを備え、
　前記像担持体保持ユニットは、像担持体と、前記像担持体を帯電させるための帯電手段
と、前記像担持体を挟んで対向配置される１対のサイドフレームと、前記１対のサイドフ
レーム間に架設され、前記帯電手段を支持するセンタフレームと、前記サイドフレームに
形成される案内溝と、前記センタフレームに設けられる支持部とを備えており、
　前記タンデム型プロセスユニットは、前記複数の像担持体保持ユニットをその並び方向
と直交する方向の両側から挟む１対の側板と、前記複数の像担持体保持ユニットに対して
前記並び方向の一方側に配置され、前記１対の側板間に架設されるビーム部材と、前記ビ
ーム部材に設けられる支持部とを備えており、
　前記現像カートリッジは、前記像担持体に現像剤を供給するための現像剤担持体と、前
記現像剤担持体が配置される現像室と、前記像担持体保持ユニットに対する装着方向にお
いて前記現像室の上流側に設けられ、現像剤を収容する現像剤収容室と、前記現像室の前
記サイドフレームとの対向面に設けられ、前記案内溝に嵌合する突起部と、前記現像剤収
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容室の前記センタフレームとの対向面に設けられ、前記支持部により支持される被支持部
とを備え、
　前記ビーム部材に隣接する前記像担持体保持ユニットに対応する前記現像カートリッジ
は、前記像担持体保持ユニットに装着された状態で、その自重により前記被支持部が前記
ビーム部材に設けられる前記支持部に当接するように傾斜して配置され、当該像担持体保
持ユニットに対し前記ビーム部材と反対側に隣接する前記像担持体保持ユニットに対応す
る前記現像カートリッジは、前記像担持体保持ユニットに装着された状態で、その自重に
より前記被支持部が前記ビーム部材に隣接する前記像担持体保持ユニットの前記センタフ
レームに設けられた前記支持部に当接するように配置されることを特徴とする、画像形成
装置。
【請求項２】
　前記現像カートリッジは、外部から回転力が入力される入力ギヤを備えており、
　前記入力ギヤに回転力が入力されたときに、前記被支持部の位置において前記現像カー
トリッジに生じる回転モーメントの方向が、重力により前記被支持部が前記支持部に与え
る力の方向とほぼ一致することを特徴とする、請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記支持部は、前記センタフレームよりも低い摩擦係数を有する摩擦低減部材からなる
ことを特徴とする、請求項１または２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記摩擦低減部材は、摩擦低減テープであることを特徴とする、請求項３に記載の画像
形成装置。
【請求項５】
　前記摩擦低減部材は、回転自在なコロであることを特徴とする、請求項３に記載の画像
形成装置。
【請求項６】
　前記被支持部は、前記支持部に向けて突出する凸部であることを特徴とする、請求項１
ないし５のいずれかに記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記支持部は、前記被支持部に向けて突出する凸部であり、
　前記被支持部は、前記凸部が嵌合可能に窪む凹部であることを特徴とする、請求項１ま
たは２に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記被支持部は、回転自在なコロであることを特徴とする、請求項１または２に記載の
画像形成装置。
【請求項９】
　前記支持部および前記被支持部の少なくとも一方は、前記支持部と前記被支持部との対
向方向に突出する凸部であり、
　前記像担持体保持ユニットは、前記センタフレームに設けられ、前記被支持部が前記支
持部に支持された状態で前記センタフレームと前記現像カートリッジとの間に形成される
空間に配置され、前記帯電手段を覆う帯電カバーを備えていることを特徴とする、請求項
１ないし８のいずれかに記載の画像形成装置。
【請求項１０】
　前記現像カートリッジは、外部から回転力が入力される入力ギヤを備え、前記入力ギヤ
に回転力が入力されたときに生じる回転モーメントにより、前記被支持部が前記支持部に
押し当てられるとともに、前記突起部が前記案内溝の内面に押し当てられて、前記像担持
体保持ユニットに対して位置決めされることを特徴とする、請求項１ないし９のいずれか
に記載の画像形成装置。
【請求項１１】
　前記案内溝は、前記現像カートリッジの前記像担持体保持ユニットに対する着脱を案内
するための着脱時案内部と、鉛直方向に対して傾斜し、前記現像剤担持体の駆動時におけ
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る前記現像カートリッジの移動を案内するための駆動時案内部とを備え、
　前記駆動時案内部は、前記センタフレームの前記支持部が設けられている面とほぼ平行
をなしていることを特徴とする、請求項１ないし１０のいずれかに記載の画像形成装置。
【請求項１２】
　各色に対応して設けられ、所定方向に並列に配置される複数の像担持体保持ユニットと
、
各前記像担持体保持ユニットに対応して設けられ、前記像担持体保持ユニットに対して着
脱可能に装着される複数の現像カートリッジと、前記複数の像担持体保持ユニットをその
並び方向と直交する方向の両側から挟む１対の側板と、前記複数の像担持体保持ユニット
に対して前記並び方向の一方側に配置され、前記１対の側板間に架設されるビーム部材と
、前記ビーム部材に設けられる支持部とを備え、
　前記像担持体保持ユニットは、像担持体と、前記像担持体を帯電させるための帯電手段
と、前記像担持体を挟んで対向配置される１対のサイドフレームと、前記１対のサイドフ
レーム間に架設され、前記帯電手段を支持するセンタフレームと、前記サイドフレームに
形成される案内溝と、前記センタフレームに設けられる支持部とを備えており、
　前記現像カートリッジは、前記像担持体に現像剤を供給するための現像剤担持体と、前
記現像剤担持体が配置される現像室と、前記像担持体保持ユニットに対する装着方向にお
いて前記現像室の上流側に設けられ、現像剤を収容する現像剤収容室と、前記現像室の前
記サイドフレームとの対向面に設けられ、前記案内溝に嵌合する突起部と、前記現像剤収
容室の前記センタフレームとの対向面に設けられ、前記支持部により支持される被支持部
とを備え、
　前記ビーム部材に隣接する前記像担持体保持ユニットに対応する前記現像カートリッジ
は、前記像担持体保持ユニットに装着された状態で、その自重により前記被支持部が前記
支持部に当接するように傾斜して配置され、当該像担持体保持ユニットに対し前記ビーム
部材と反対側に隣接する前記像担持体保持ユニットに対応する前記現像カートリッジは、
前記像担持体保持ユニットに装着された状態で、その自重により前記被支持部が前記ビー
ム部材に隣接する前記像担持体保持ユニットの前記センタフレームに設けられた前記支持
部に当接するように傾斜して配置されることを特徴とする、タンデム型プロセスユニット
。
【請求項１３】
　前記現像カートリッジは、外部から回転力が入力される入力ギヤを備えており、
　前記入力ギヤに回転力が入力されたときに、前記被支持部の位置において前記現像カー
トリッジに生じる回転モーメントの方向が、重力により前記被支持部が前記支持部に与え
る力の方向とほぼ一致することを特徴とする、請求項１２に記載のタンデム型プロセスユ
ニット。
【請求項１４】
　前記支持部は、前記センタフレームよりも低い摩擦係数を有する摩擦低減部材からなる
ことを特徴とする、請求項１２または１３に記載のタンデム型プロセスユニット。
【請求項１５】
　前記摩擦低減部材は、摩擦低減テープであることを特徴とする、請求項１４に記載のタ
ンデム型プロセスユニット。
【請求項１６】
　前記摩擦低減部材は、回転自在なコロであることを特徴とする、請求項１４に記載のタ
ンデム型プロセスユニット。
【請求項１７】
　前記被支持部は、前記支持部に向けて突出する凸部であることを特徴とする、請求項１
２ないし１６のいずれかに記載のタンデム型プロセスユニット。
【請求項１８】
　前記支持部は、前記被支持部に向けて突出する凸部であり、
前記被支持部は、前記凸部が嵌合可能に窪む凹部であることを特徴とする、請求項１２ま
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たは１３に記載のタンデム型プロセスユニット。
【請求項１９】
　前記被支持部は、回転自在なコロであることを特徴とする、請求項１２または１３に記
載のタンデム型プロセスユニット。
【請求項２０】
　前記支持部および前記被支持部の少なくとも一方は、前記支持部と前記被支持部との対
向方向に突出する凸部であり、
　前記像担持体保持ユニットは、前記センタフレームに設けられ、前記被支持部が前記支
持部に支持された状態で前記センタフレームと前記現像カートリッジとの間に形成される
空間に配置され、前記帯電手段を覆う帯電カバーを備えていることを特徴とする、請求項
１２ないし１９のいずれかに記載のタンデム型プロセスユニット。
【請求項２１】
　前記現像カートリッジは、外部から回転力が入力される入力ギヤを備え、前記入力ギヤ
に回転力が入力されたときに生じる回転モーメントにより、前記被支持部が前記支持部に
押し当てられるとともに、前記突起部が前記案内溝の内面に押し当てられて、前記像担持
体保持ユニットに対して位置決めされることを特徴とする、請求項１２ないし２０のいず
れかに記載のタンデム型プロセスユニット。
【請求項２２】
　前記案内溝は、前記現像カートリッジの前記像担持体保持ユニットに対する着脱を案内
するための着脱時案内部と、鉛直方向に対して傾斜し、前記現像剤担持体の駆動時におけ
る前記現像カートリッジの移動を案内するための駆動時案内部とを備え、
　前記駆動時案内部は、前記センタフレームの前記支持部が設けられている面とほぼ平行
をなしていることを特徴とする、請求項１２ないし２１のいずれかに記載のタンデム型プ
ロセスユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、レーザプリンタなどの画像形成装置、およびこれに備えられるタンデム型プ
ロセスユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、イエロー、マゼンタ、シアンおよびブラックの各色のトナーに対応した感光
体が水平方向に並列に配置される、いわゆるタンデム型の画像形成装置が知られている。
このタンデム型のカラーレーザプリンタでは、各感光体に各色トナー像がほぼ同時に形成
され、各感光体を順次通過する用紙に、各感光体から各色のトナー像を順次に色重ねして
転写されるので、モノクロレーザプリンタとほぼ同じ速度でカラー画像を形成することが
できる。
【０００３】
　このようなタンデム型の画像形成装置として、各色の感光体を一体に支持するフレーム
を備え、このフレームを装置本体に対してスライドにより装着および離脱可能に設けると
ともに、各像担持体に形成される静電潜像を現像するための現像カートリッジをフレーム
に対して着脱可能に設けたものが提案されている（たとえば、特許文献１参照）。
　この提案に係る画像形成装置では、現像カートリッジの両側面に、上下方向に延びる板
状のガイド突起が形成されている。一方、フレームにおいて、その現像カートリッジの両
側面が対向する両側板の内側上部には、各感光体に対応した位置に、ガイド突起を受け入
れるガイド溝が形成されている。そして、ガイド突起をガイド溝に上方から挿入して、現
像カートリッジをフレームに対して装着することができ、また、そのフレームに装着され
た現像カートリッジをガイド溝に沿って抜き出すことができる。
【特許文献１】特開２００３－１５３７８号公報
【発明の開示】



(5) JP 4345018 B2 2009.10.14

10

20

30

40

50

【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところが、現像カートリッジの両側面（ガイド突起が形成されている両側面）には、ガ
イド突起の下方において、現像ローラの軸が受け取られているため、その現像ローラの軸
に回転力が入力されたときに、ガイド突起にその厚さ方向の応力が加わり、ガイド突起が
折れるおそれがある。
　そこで、本発明の目的は、現像剤担持体の駆動時における突起部の破損を防止すること
ができる現像カートリッジを備えるタンデム型プロセスユニットおよび画像形成装置を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の目的を達成するため、請求項１に記載の発明は、画像形成装置において、装置本
体と、各色に対応して設けられる複数の像担持体保持ユニットと、前記装置本体に対して
着脱可能に装着され、前記複数の像担持体保持ユニットを並列に配置した状態で一体的に
保持するタンデム型プロセスユニットと、各前記像担持体保持ユニットに対応して設けら
れ、前記像担持体保持ユニットに対して着脱可能に装着される複数の現像カートリッジと
を備え、前記像担持体保持ユニットは、像担持体と、前記像担持体を帯電させるための帯
電手段と、前記像担持体を挟んで対向配置される１対のサイドフレームと、前記１対のサ
イドフレーム間に架設され、前記帯電手段を支持するセンタフレームと、前記サイドフレ
ームに形成される案内溝と、前記センタフレームに設けられる支持部とを備えており、前
記タンデム型プロセスユニットは、前記複数の像担持体保持ユニットをその並び方向と直
交する方向の両側から挟む１対の側板と、前記複数の像担持体保持ユニットに対して前記
並び方向の一方側に配置され、前記１対の側板間に架設されるビーム部材と、前記ビーム
部材に設けられる支持部とを備えており、前記現像カートリッジは、前記像担持体に現像
剤を供給するための現像剤担持体と、前記現像剤担持体が配置される現像室と、前記像担
持体保持ユニットに対する装着方向において前記現像室の上流側に設けられ、現像剤を収
容する現像剤収容室と、前記現像室の前記サイドフレームとの対向面に設けられ、前記案
内溝に嵌合する突起部と、前記現像剤収容室の前記センタフレームとの対向面に設けられ
、前記支持部により支持される被支持部とを備え、前記ビーム部材に隣接する前記像担持
体保持ユニットに対応する前記現像カートリッジは、前記像担持体保持ユニットに装着さ
れた状態で、その自重により前記被支持部が前記ビーム部材に設けられる前記支持部に当
接するように傾斜して配置され、当該像担持体保持ユニットに対し前記ビーム部材と反対
側に隣接する前記像担持体保持ユニットに対応する前記現像カートリッジは、前記像担持
体保持ユニットに装着された状態で、その自重により前記被支持部が前記ビーム部材に隣
接する前記像担持体保持ユニットの前記センタフレームに設けられた前記支持部に当接す
るように配置されることを特徴としている。
【０００６】
　このような構成によると、現像カートリッジが像担持体保持ユニットに装着された状態
で、現像カートリッジに設けられた突起部が像担持体保持ユニットのサイドフレームに形
成された案内溝に嵌合し、現像カートリッジに設けられた被支持部が像担持体保持ユニッ
トのセンタフレームに設けられた支持部に支持される。そのため、現像カートリッジを突
起部と被支持部とにおいて支持することができるので、現像剤担持体の駆動時に、突起部
に加わる応力を緩和することができる。その結果、現像剤担持体の駆動時における突起部
の破損を防止することができる。また、帯電手段を支持するセンタフレームに支持部が設
けられることにより、支持部を設けるための新たな部材の追加を不要とすることができ、
支持部を設けることによる構成の複雑化を回避することができる。
【０００７】
　また、複数の像担持体保持ユニットの並び方向において、複数の像担持体保持ユニット
の一方側に配置されたビーム部材に支持部が設けられることにより、その一方側の最端に
配置される現像カートリッジについても、構成の複雑化を回避することができながら、現
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像剤担持体の駆動時における突起部の破損を防止することができる。
　また、現像カートリッジの自重により、被支持部を支持部に当接させて、像担持体保持
ユニットに対する現像カートリッジの位置決めを達成することができる。
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の発明において、前記現像カートリッジは、
外部から回転力が入力される入力ギヤを備えており、前記入力ギヤに回転力が入力された
ときに、前記被支持部の位置において前記現像カートリッジに生じる回転モーメントの方
向が、重力により前記被支持部が前記支持部に与える力の方向とほぼ一致することを特徴
としている。
　このような構成によると、入力ギヤへの回転力の入力時には、現像カートリッジの自重
に加えて、現像カートリッジに生じる回転モーメントにより、現像カートリッジを像担持
体保持ユニットに対して位置決めすることができる。そのため、像担持体保持ユニットに
対する現像カートリッジの位置ずれが生じることを一層防止することができる。
　また、請求項３に記載の発明は、請求項１または２に記載の発明において、前記支持部
は、前記センタフレームよりも低い摩擦係数を有する摩擦低減部材からなることを特徴と
している。
【０００８】
　現像剤担持体の駆動時には、現像カートリッジが振動して、支持部と被支持部とが摺擦
するが、支持部が摩擦低減部材であれば、支持部および被支持部の摩耗を防止することが
できる。
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の発明において、前記摩擦低減部材は、摩擦
低減テープであることを特徴としている。
【０００９】
　このような構成によると、簡素な構成により、支持部および被支持部の摩耗を防止する
ことができる。
　請求項５に記載の発明は、前記摩擦低減部材は、回転自在なコロであることを特徴とし
ている。
　このような構成によると、現像カートリッジが振動したときに、コロが回転することに
より、支持部と被支持部との摺擦を防止することができる。そのため、支持部および被支
持部の摩耗を確実に防止することができる。
【００１０】
　請求項６に記載の発明は、請求項１ないし５のいずれかに記載の発明において、前記被
支持部は、前記支持部に向けて突出する凸部であることを特徴としている。
　このような構成によると、凸部である被支持部の突出量により、現像カートリッジとセ
ンタフレームまたはビーム部材との間隔が決まるので、現像カートリッジとセンタフレー
ムまたはビーム部材との間隔を精度よく管理することができる。
【００１１】
　請求項７に記載の発明は、請求項１または２に記載の発明において、前記支持部は、前
記被支持部に向けて突出する凸部であり、前記被支持部は、前記凸部が嵌合可能に窪む凹
部であることを特徴としている。
　このような構成によると、凸部である支持部の突出量を凹部である被支持部の窪み量よ
りも大きくすることにより、現像カートリッジの被支持部以外の部分（面）とセンタフレ
ームまたはビーム部材との接触を防止して、その被支持部以外の部分の損傷を防止するこ
とができる。また、被支持部以外の部分が支持部側に迫り出すことにより、その分だけ現
像剤収容室の容積が増大するので、現像剤収容室に収容可能な現像剤量の増大を図ること
ができる。
【００１２】
　請求項８に記載の発明は、請求項１または２に記載の発明において、前記被支持部は、
回転自在なコロであることを特徴としている。
　このような構成によると、現像カートリッジが振動したときに、コロが回転することに
より、支持部と被支持部との摺擦を防止することができる。そのため、支持部および被支
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持部の摩耗を確実に防止することができる。
【００１３】
　請求項９に記載の発明は、請求項１ないし８のいずれかに記載の発明において、前記支
持部および前記被支持部の少なくとも一方は、前記支持部と前記被支持部との対向方向に
突出する凸部であり、前記像担持体保持ユニットは、前記センタフレームに設けられ、前
記被支持部が前記支持部に支持された状態で前記センタフレームと前記現像カートリッジ
との間に形成される空間に配置され、前記帯電手段を覆う帯電カバーを備えていることを
特徴としている。
【００１４】
　このような構成によると、支持部および被支持部の少なくとも一方を凸部とすることに
より、現像カートリッジとセンタフレームとの間に隙間を確保して、現像カートリッジと
センタフレームとの所望しない接触（現像カートリッジの被支持部以外の部分とセンタフ
レームの支持部以外の部分との接触）を防止することができながら、その隙間に帯電カバ
ーを配置することにより、スペースの有効利用を図ることができ、ひいては装置の小型化
を図ることができる。
【００１５】
　請求項１０に記載の発明は、請求項１ないし９のいずれかに記載の発明において、前記
現像カートリッジは、外部から回転力が入力される入力ギヤを備え、前記入力ギヤに回転
力が入力されたときに生じる回転モーメントにより、前記被支持部が前記支持部に押し当
てられるとともに、前記突起部が前記案内溝の内面に押し当てられて、前記像担持体保持
ユニットに対して位置決めされることを特徴とする画像形成装置である。
【００１６】
　このような構成によると、入力ギヤに回転力が入力されると、現像カートリッジが像担
持体保持ユニットに対して位置決めされる。そのため、入力ギヤへの回転力の入力時に、
像担持体保持ユニットに対する現像カートリッジの位置ずれが生じることを防止すること
ができる。
【００１７】
　請求項１１に記載の発明は、請求項１ないし１０のいずれかに記載の発明において、前
記案内溝は、前記現像カートリッジの前記像担持体保持ユニットに対する着脱を案内する
ための着脱時案内部と、鉛直方向に対して傾斜し、前記現像剤担持体の駆動時における前
記現像カートリッジの移動を案内するための駆動時案内部とを備え、前記駆動時案内部は
、前記センタフレームの前記支持部が設けられている面とほぼ平行をなしていることを特
徴としている。
【００１８】
　このような構成によると、現像剤担持体の駆動時には、駆動時案内部により現像カート
リッジの移動（振動）が案内される。そして、その駆動時案内部とセンタフレームの支持
部が設けられている面とがほぼ平行をなしているので、支持部に対する被支持部のスムー
ズな移動（摺動）を確保することができる。そのため、支持部および／または被支持部に
応力が加わるのを防止することができ、支持部および被支持部の破損を防止することがで
きる。
【００１９】
　請求項１２に記載の発明は、タンデム型プロセスユニットにおいて、各色に対応して設
けられ、所定方向に並列に配置される複数の像担持体保持ユニットと、前記像担持体保持
ユニットに対応して設けられ、前記像担持体保持ユニットに対して着脱可能に装着される
複数の現像カートリッジと、前記複数の像担持体保持ユニットをその並び方向と直交する
方向の両側から挟む１対の側板と、前記複数の像担持体保持ユニットに対して前記並び方
向の一方側に配置され、前記１対の側板間に架設されるビーム部材と、前記ビーム部材に
設けられる支持部とを備え、前記像担持体保持ユニットは、像担持体と、前記像担持体を
帯電させるための帯電手段と、前記像担持体を挟んで対向配置される１対のサイドフレー
ムと、前記１対のサイドフレーム間に架設され、前記帯電手段を支持するセンタフレーム



(8) JP 4345018 B2 2009.10.14

10

20

30

40

50

と、前記サイドフレームに形成される案内溝と、前記センタフレームに設けられる支持部
とを備えており、前記現像カートリッジは、前記像担持体に現像剤を供給するための現像
剤担持体と、前記現像剤担持体が配置される現像室と、前記像担持体保持ユニットに対す
る装着方向において前記現像室の上流側に設けられ、現像剤を収容する現像剤収容室と、
前記現像室の前記サイドフレームとの対向面に設けられ、前記案内溝に嵌合する突起部と
、前記現像剤収容室の前記センタフレームとの対向面に設けられ、前記支持部により支持
される被支持部とを備え、前記ビーム部材に隣接する前記像担持体保持ユニットに対応す
る前記現像カートリッジは、前記像担持体保持ユニットに装着された状態で、その自重に
より前記被支持部が前記支持部に当接するように傾斜して配置され、当該像担持体保持ユ
ニットに対し前記ビーム部材と反対側に隣接する前記像担持体保持ユニットに対応する前
記現像カートリッジは、前記像担持体保持ユニットに装着された状態で、その自重により
前記被支持部が前記ビーム部材に隣接する前記像担持体保持ユニットの前記センタフレー
ムに設けられた前記支持部に当接するように傾斜して配置されることを特徴としている。
【００２０】
　このような構成によると、現像カートリッジが像担持体保持ユニットに装着された状態
で、現像カートリッジに設けられた突起部が像担持体保持ユニットのサイドフレームに形
成された案内溝に嵌合し、現像カートリッジに設けられた被支持部が像担持体保持ユニッ
トのセンタフレームに設けられた支持部に支持される。そのため、現像カートリッジを突
起部と被支持部とにおいて支持することができるので、現像剤担持体の駆動時に、突起部
に加わる応力を緩和することができる。その結果、現像剤担持体の駆動時における突起部
の破損を防止することができる。また、帯電手段を支持するセンタフレームに支持部が設
けられることにより、支持部を設けるための新たな部材の追加を不要とすることができ、
支持部を設けることによる構成の複雑化を回避することができる。
【００２１】
　また、複数の像担持体保持ユニットの並び方向において、複数の像担持体保持ユニット
の一方側に配置されたビーム部材に支持部が設けられることにより、その一方側の最端に
配置される現像カートリッジについても、構成の複雑化を回避することができながら、現
像剤担持体の駆動時における突起部の破損を防止することができる。
　また、現像カートリッジの自重により、被支持部を支持部に当接させて、像担持体保持
ユニットに対する現像カートリッジの位置決めを達成することができる。
　請求項１３に記載の発明は、請求項１２に記載の発明において、前記現像カートリッジ
は、外部から回転力が入力される入力ギヤを備えており、前記入力ギヤに回転力が入力さ
れたときに、前記被支持部の位置において前記現像カートリッジに生じる回転モーメント
の方向が、重力により前記被支持部が前記支持部に与える力の方向とほぼ一致することを
特徴としている。
　このような構成によると、入力ギヤへの回転力の入力時には、現像カートリッジの自重
に加えて、現像カートリッジに生じる回転モーメントにより、現像カートリッジを像担持
体保持ユニットに対して位置決めすることができる。そのため、像担持体保持ユニットに
対する現像カートリッジの位置ずれが生じることを一層防止することができる。
　請求項１４に記載の発明は、請求項１２または１３に記載の発明において、前記支持部
は、前記センタフレームよりも低い摩擦係数を有する摩擦低減部材からなることを特徴と
している。
【００２２】
　現像剤担持体の駆動時には、現像カートリッジが振動して、支持部と被支持部とが摺擦
するが、支持部が摩擦低減部材であれば、支持部および被支持部の摩耗を防止することが
できる。
　請求項１５に記載の発明は、請求項１４に記載の発明において、前記摩擦低減部材は、
摩擦低減テープであることを特徴としている。
【００２３】
　このような構成によると、簡素な構成により、支持部および被支持部の摩耗を防止する
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ことができる。
　請求項１６に記載の発明は、請求項１４に記載の発明において、前記摩擦低減部材は、
回転自在なコロであることを特徴としている。
　このような構成によると、現像カートリッジが振動したときに、コロが回転することに
より、支持部と被支持部との摺擦を防止することができる。そのため、支持部および被支
持部の摩耗を確実に防止することができる。
【００２４】
　請求項１７に記載の発明は、請求項１２ないし１６のいずれかに記載の発明において、
前記被支持部は、前記支持部に向けて突出する凸部であることを特徴としている。
　このような構成によると、凸部である被支持部の突出量により、現像カートリッジとセ
ンタフレームまたはビーム部材との間隔が決まるので、現像カートリッジとセンタフレー
ムまたはビーム部材との間隔を精度よく管理することができる。
【００２５】
　請求項１８に記載の発明は、請求項１２または１３に記載の発明において、前記支持部
は、前記被支持部に向けて突出する凸部であり、前記被支持部は、前記凸部が嵌合可能に
窪む凹部であることを特徴としている。
　このような構成によると、凸部である支持部の突出量を凹部である被支持部の窪み量よ
りも大きくすることにより、現像カートリッジの被支持部以外の部分（面）とセンタフレ
ームまたはビーム部材との接触を防止して、その被支持部以外の部分の損傷を防止するこ
とができる。また、被支持部以外の部分が支持部側に迫り出すことにより、その分だけ現
像剤収容室の容積が増大するので、現像剤収容室に収容可能な現像剤量の増大を図ること
ができる。
【００２６】
　請求項１９に記載の発明は、請求項１２または１３に記載の発明において、前記被支持
部は、回転自在なコロであることを特徴としている。
　このような構成によると、現像カートリッジが振動したときに、コロが回転することに
より、支持部と被支持部との摺擦を防止することができる。そのため、支持部および被支
持部の摩耗を確実に防止することができる。
【００２７】
　請求項２０に記載の発明は、請求項１２ないし１９のいずれかに記載の発明において、
前記支持部および前記被支持部の少なくとも一方は、前記支持部と前記被支持部との対向
方向に突出する凸部であり、前記像担持体保持ユニットは、前記センタフレームに設けら
れ、前記被支持部が前記支持部に支持された状態で前記センタフレームと前記現像カート
リッジとの間に形成される空間に配置され、前記帯電手段を覆う帯電カバーを備えている
ことを特徴としている。
【００２８】
　このような構成によると、支持部および被支持部の少なくとも一方を凸部とすることに
より、現像カートリッジとセンタフレームとの間に隙間を確保して、現像カートリッジと
センタフレームとの所望しない接触（現像カートリッジの被支持部以外の部分とセンタフ
レームの支持部以外の部分との接触）を防止することができながら、その隙間に帯電カバ
ーを配置することにより、スペースの有効利用を図ることができ、ひいては装置の小型化
を図ることができる。
【００２９】
　請求項２１に記載の発明は、請求項１２ないし２０のいずれかに記載の発明において、
前記現像カートリッジは、外部から回転力が入力される入力ギヤを備え、前記入力ギヤに
回転力が入力されたときに生じる回転モーメントにより、前記被支持部が前記支持部に押
し当てられるとともに、前記突起部が前記案内溝の内面に押し当てられて、前記像担持体
保持ユニットに対して位置決めされることを特徴としている。
【００３０】
　このような構成によると、入力ギヤに回転力が入力されると、現像カートリッジが像担



(10) JP 4345018 B2 2009.10.14

10

20

30

40

50

持体保持ユニットに対して位置決めされる。そのため、入力ギヤへの回転力の入力時に、
像担持体保持ユニットに対する現像カートリッジの位置ずれが生じることを防止すること
ができる。
【００３１】
　請求項２２に記載の発明は、請求項１２ないし２１のいずれかに記載の発明において、
前記案内溝は、前記現像カートリッジの前記像担持体保持ユニットに対する着脱を案内す
るための着脱時案内部と、鉛直方向に対して傾斜し、前記現像剤担持体の駆動時における
前記現像カートリッジの移動を案内するための駆動時案内部とを備え、前記駆動時案内部
は、前記センタフレームの前記支持部が設けられている面とほぼ平行をなしていることを
特徴としている。
【００３２】
　このような構成によると、現像剤担持体の駆動時には、駆動時案内部により現像カート
リッジの移動（振動）が案内される。そして、その駆動時案内部とセンタフレームの支持
部が設けられている面とがほぼ平行をなしているので、支持部に対する被支持部のスムー
ズな移動（摺動）を確保することができる。そのため、支持部および／または被支持部に
応力が加わるのを防止することができ、支持部および被支持部の破損を防止することがで
きる。
【発明の効果】
【００３３】
　請求項１に記載の発明によれば、構成の複雑化を回避することができながら、現像剤担
持体の駆動時における突起部の破損を防止することができる。
　また、複数の像担持体保持ユニットの並び方向において、その一方側の最端に配置され
る現像カートリッジについても、構成の複雑化を回避することができながら、現像剤担持
体の駆動時における突起部の破損を防止することができる。
　また、現像カートリッジの自重により、被支持部を支持部に当接させて、像担持体保持
ユニットに対する現像カートリッジの位置決めを達成することができる。
　請求項２に記載の発明によれば、像担持体保持ユニットに対する現像カートリッジの位
置ずれが生じることを一層防止することができる。
【００３４】
　請求項３に記載の発明によれば、支持部および被支持部の摩耗を防止することができる
。
　請求項４に記載の発明によれば、簡素な構成により、支持部および被支持部の摩耗を防
止することができる。
　請求項５に記載の発明によれば、支持部および被支持部の摩耗を確実に防止することが
できる。
【００３５】
　請求項６に記載の発明によれば、現像カートリッジとセンタフレームまたはビーム部材
との間隔を精度よく管理することができる。
　請求項７に記載の発明によれば、現像カートリッジの被支持部以外の部分がセンタフレ
ームまたはビーム部材との接触による損傷を受けることを防止することができる。また、
現像剤収容室に収容可能な現像剤量の増大を図ることができる。
【００３６】
　請求項８に記載の発明によれば、支持部および被支持部の摩耗を確実に防止することが
できる。
　請求項９に記載の発明によれば、現像カートリッジとセンタフレームとの間に隙間を確
保して、現像カートリッジとセンタフレームとの所望しない接触を防止することができな
がら、その隙間に帯電カバーを配置して、スペースの有効利用による装置の小型化を図る
ことができる。
【００３７】
　請求項１０に記載の発明によれば、入力ギヤに対する回転力の入力時に、像担持体保持
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ユニットに対する現像カートリッジの位置ずれが生じることを防止することができる。
【００３８】
　請求項１１に記載の発明によれば、現像剤担持体の駆動時に、支持部および／または被
支持部に応力が加わるのを防止することができ、支持部および被支持部の破損を防止する
ことができる。
【００３９】
　請求項１２に記載の発明によれば、構成の複雑化を回避することができながら、現像剤
担持体の駆動時における突起部の破損を防止することができる。
　また、複数の像担持体保持ユニットの並び方向において、その一方側の最端に配置され
る現像カートリッジについても、構成の複雑化を回避することができながら、現像剤担持
体の駆動時における突起部の破損を防止することができる。
　また、現像カートリッジの自重により、被支持部を支持部に当接させて、像担持体保持
ユニットに対する現像カートリッジの位置決めを達成することができる。
　請求項１３に記載の発明によれば、像担持体保持ユニットに対する現像カートリッジの
位置ずれが生じることを一層防止することができる。
【００４０】
　請求項１４に記載の発明によれば、支持部および被支持部の摩耗を防止することができ
る。
　請求項１５に記載の発明によれば、簡素な構成により、支持部および被支持部の摩耗を
防止することができる。
　請求項１６に記載の発明によれば、支持部および被支持部の摩耗を確実に防止すること
ができる。
【００４１】
　請求項１７に記載の発明によれば、現像カートリッジとセンタフレームまたはビーム部
材との間隔を精度よく管理することができる。
　請求項１８に記載の発明によれば、現像カートリッジの被支持部以外の部分がセンタフ
レームまたはビーム部材との接触による損傷を受けることを防止することができる。また
、現像剤収容室に収容可能な現像剤量の増大を図ることができる。
【００４２】
　請求項１９に記載の発明によれば、支持部および被支持部の摩耗を確実に防止すること
ができる。
　請求項２０に記載の発明によれば、現像カートリッジとセンタフレームとの間に隙間を
確保して、現像カートリッジとセンタフレームとの所望しない接触を防止することができ
ながら、その隙間に帯電カバーを配置して、スペースの有効利用による装置の小型化を図
ることができる。
【００４３】
　請求項２１に記載の発明によれば、入力ギヤに対する回転力の入力時に、像担持体保持
ユニットに対する現像カートリッジの位置ずれが生じることを防止することができる。
【００４４】
　請求項２２に記載の発明によれば、現像剤担持体の駆動時に、支持部および／または被
支持部に応力が加わるのを防止することができ、支持部および被支持部の破損を防止する
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４５】
１．カラーレーザプリンタの全体構成
　図１は、本発明の画像形成装置としてのカラーレーザプリンタの一実施形態を示す側断
面図である。
　このカラーレーザプリンタ１は、後述する複数のドラムサブユニット２８が水平方向に
おいて並列的に配置される、横置きタイプのタンデム型カラーレーザプリンタであって、
装置本体としての本体ケーシング２内に、用紙３を給紙するための給紙部４と、給紙され
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た用紙３に画像を形成するための画像形成部５と、画像が形成された用紙３を排紙するた
めの排紙部６とを備えている。
（１）本体ケーシング
　本体ケーシング２は、側面視略矩形状のボックス形状をなしており、その内部に、後述
するドラムユニット２６を収容するドラム収容空間７が形成されている。
【００４６】
　本体ケーシング２の一方側面には、ドラム収容空間７に連通する着脱口８が形成されて
いる。また、その着脱口８が形成されている側面には、着脱口８を開閉するためのフロン
トカバー９が設けられている。このフロントカバー９は、後述する１対のカバー支持部材
３９８によって、本体ケーシング２の前方に傾倒して、着脱口８を開放する状態と、本体
ケーシング２の前面に沿って起立して、着脱口８を閉鎖する状態とに開閉可能に支持され
ている。着脱口８を開放した状態で、この着脱口８を介して、ドラムユニット２６をドラ
ム収容空間７に対して着脱させることができる。
【００４７】
　なお、以下の説明において、フロントカバー９が設けられる側（図１における右側）を
前側とし、その反対側（図１における左側）を後側とする。また、このカラーレーザプリ
ンタ１を前側から見たときを左右の基準とする。すなわち、図１の紙面に対する垂直方向
手前側を左側とし、その垂直方向奥側を右側とする。さらに、ドラムユニット２６および
現像カートリッジ２７に関しては、特に言及がない限り、本体ケーシング２に装着されて
いる状態で前後左右上下を規定する。
（２）給紙部
　給紙部４は、本体ケーシング２内の底部に設けられている。この給紙部４は、用紙３を
収容する給紙トレイ１０と、その給紙トレイ１０の前端部上方に設けられ、互いに対向配
置される分離ローラ１１および分離パッド１２と、分離ローラ１１の後側に設けられる給
紙ローラ１３と、用紙３が通過する給紙側搬送経路１４とを備えている。
【００４８】
　給紙側搬送経路１４は、側面視略Ｕ字状に形成されており、その上流側端部が分離ロー
ラ１１に隣接し、その下流側端部が後述する搬送ベルト５８に前側から隣接している。
給紙側搬送経路１４の途中には、分離ローラ１１の前側上方に設けられ、互いに対向配置
される紙粉取りローラ１５およびピンチローラ１６と、それらの上方に設けられる１対の
レジストローラ１７とが設けられている。
【００４９】
　給紙トレイ１０の内部には、用紙３が積層状に載置される用紙押圧板１８が設けられて
いる。この用紙押圧板１８は、後端部において揺動自在に支持されることによって、前端
部が下方に配置され、給紙トレイ１０の底板に沿う載置位置と、前端部が上方に配置され
、傾斜する給紙位置との間で移動自在とされている。
　また、給紙トレイ１０の前端部下方には、用紙押圧板１８の前端部を上方に持ち上げる
レバー１９が設けられている。このレバー１９は、用紙押圧板１８の前端部下方において
、上下方向に揺動自在に支持されている。
【００５０】
　そして、レバー１９の揺動により、用紙押圧板１８の前端部が、レバー１９によって持
ち上げられ、用紙押圧板１８が給紙位置に位置される。
　用紙押圧板１８が給紙位置に位置されると、用紙押圧板１８上の最上位の用紙３は、給
紙ローラ１３に押圧され、給紙ローラ１３の回転によって、分離ローラ１１と分離パッド
１２との間に向けて給紙される。
【００５１】
　なお、給紙トレイ１０を本体ケーシング２から離脱させると、用紙押圧板１８が載置位
置に位置される。用紙押圧板１８が載置位置に位置されると、用紙押圧板１８上に用紙３
を積層状に載置することができる。
　給紙された用紙３は、分離ローラ１１の回転によって、分離ローラ１１と分離パッド１
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２との間に挟まれ、１枚ごとに捌かれて搬送される。搬送された用紙３は、紙粉取りロー
ラ１５とピンチローラ１６との間を通過し、紙粉が除去された後、給紙側搬送経路１４に
沿ってレジストローラ１７に向けて搬送される。
【００５２】
　レジストローラ１７は、用紙３を、レジスト後に、搬送ベルト５８に搬送する。
（３）画像形成部
　画像形成部５は、スキャナ部２０、プロセス部２１、転写部２２および定着部２３を備
えている。
（３－１）スキャナ部
　スキャナ部２０は、本体ケーシング２の上部に配置されている。このスキャナ部２０は
、前後左右方向に延びる支持板２４と、この支持板２４の上面に固定されるスキャナユニ
ット２５とを備えている。スキャナユニット２５内には、４つの光源、ポリゴンミラー、
ｆθレンズ、反射鏡、面倒れ補正レンズなどの光学部材が配置されており、各光源から発
光される画像データに基づくレーザビームは、ポリゴンミラーで偏向および走査されて、
ｆθレンズおよび面倒れ補正レンズを通過し、また、反射鏡で反射された後、後述する各
色の感光ドラム２９の表面上に高速走査にて照射される。
（３－２）プロセス部
　プロセス部２１は、スキャナ部２０の下方であって、給紙部４の上方に配置されており
、タンデム型プロセスユニットとしての１つのドラムユニット２６と、各色に対応する４
つの現像カートリッジ２７とを備えている。
（３－２－１）ドラムユニット
　ドラムユニット２６は、各色に対応して、像担持体保持ユニットとしての４つのドラム
サブユニット２８を備えている。すなわち、ドラムサブユニット２８は、イエロードラム
サブユニット２８Ｙ、マゼンタドラムサブユニット２８Ｍ、シアンドラムサブユニット２
８Ｃおよびブラックドラムサブユニット２８Ｋの４つからなる。
【００５３】
　各ドラムサブユニット２８は、互いに前後方向に間隔を隔てて並列的に配置されており
、より具体的には、前側から後側に向かって、イエロードラムサブユニット２８Ｙ、マゼ
ンタドラムサブユニット２８Ｍ、シアンドラムサブユニット２８Ｃおよびブラックドラム
サブユニット２８Ｋが、順次配置されている。
　各ドラムサブユニット２８は、後述するように、１対のサイドフレーム７５と、１対の
サイドフレーム７５間に架設されるセンタフレーム７６とを備えている（図３参照）。な
お、図１では、図面の煩雑化を回避するために、サイドフレーム７５の図示が省略されて
いる。
【００５４】
　図２は、現像カートリッジ２７およびドラムサブユニット２８の側断面図である。
　各ドラムサブユニット２８は、図２に示すように、像担持体としての感光ドラム２９と
、帯電手段としてのスコロトロン型帯電器３０と、クリーニングブラシ３１とを保持して
いる。
　感光ドラム２９は、左右方向に沿って配置され、円筒形状をなし、最表層がポリカーボ
ネートからなる正帯電性の感光層により形成されるドラム本体３２と、このドラム本体３
２の軸線方向に沿って配置されるドラム軸３３とを備えている。ドラム本体３２は、ドラ
ム軸３３に対して回転自在に設けられている。ドラム軸３３は、軸方向両端部が、サイド
フレーム７５（図８参照）に挿通され、後述する側板７４（図３参照）に回転不能に支持
されている。そして、感光ドラム２９は、画像形成時において、本体ケーシング２内に設
けられるモータ（図示せず）からの駆動力により回転される。
【００５５】
　スコロトロン型帯電器３０は、感光ドラム２９の斜め上側後方に、感光ドラム２９と間
隔を隔てて対向配置され、後述するセンタフレーム７６に保持されている。このスコロト
ロン型帯電器３０は、感光ドラム２９と間隔を隔てて対向配置された放電ワイヤ３４と、
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放電ワイヤ３４と感光ドラム２９との間に設けられるグリッド３５とを備えている。この
スコロトロン型帯電器３０では、画像形成時において、本体ケーシング２内に設けられる
高圧基板（図示せず）からワイヤ電極（図示せず）を介して放電ワイヤ３４に高電圧を印
加して、放電ワイヤ３４をコロナ放電させるとともに、その高圧基板からグリッド電極（
図示せず）を介してグリッド３５を印加して、感光ドラム２９に供給される電荷量を制御
しつつ、感光ドラム２９の表面を一様に正極性に帯電させる。
【００５６】
　クリーニングブラシ３１は、感光ドラム２９の後方において、感光ドラム２９と対向し
て接触するように配置され、後述するセンタフレーム７６に保持されている。クリーニン
グブラシ３１には、画像形成時において、本体ケーシング２内に設けられる高圧基板（図
示せず）からクリーニング電極（図示せず）を介してクリーニングバイアスが印加される
。
（３－２－２）現像カートリッジ
　現像カートリッジ２７は、図１に示すように、各色に対応するドラムサブユニット２８
に対応して、それぞれ着脱自在に設けられている。すなわち、現像カートリッジ２７は、
イエロードラムサブユニット２８Ｙに着脱自在に装着されるイエロー現像カートリッジ２
７Ｙ、マゼンタドラムサブユニット２８Ｍに着脱自在に装着されるマゼンタ現像カートリ
ッジ２７Ｍ、シアンドラムサブユニット２８Ｃに着脱自在に装着されるシアン現像カート
リッジ２７Ｃ、および、ブラックドラムサブユニット２８Ｋに着脱自在に装着されるブラ
ック現像カートリッジ２７Ｋの４つからなる。
【００５７】
　各現像カートリッジ２７は、図２に示すように、現像フレーム３６と、その現像フレー
ム３６内に設けられる、攪拌手段としてのアジテータ３７、供給ローラ３８、現像剤担持
体としての現像ローラ３９および層厚規制ブレード４０とを備えている。
　現像フレーム３６は、下端部に開口部４１が開口されるボックス形状に形成されており
、上下方向途中に形成される隔壁４２によって、現像剤収容室としてのトナー収容室４３
と現像室４４とに区画されている。また、隔壁４２には、トナー収容室４３と現像室４４
とを連通する連通口４５が形成されている。
【００５８】
　トナー収容室４３には、各色に対応するトナーが収容されている。より具体的には、各
現像カートリッジ２７に対応して、イエロー現像カートリッジ２７Ｙにはイエロー、マゼ
ンタ現像カートリッジ２７Ｍにはマゼンタ、シアン現像カートリッジ２７Ｃにはシアン、
ブラック現像カートリッジ２７Ｋにはブラックのトナーが、それぞれ収容されている。
　各色に対応するトナーは、正帯電性の非磁性１成分の重合トナーが用いられる。重合ト
ナーは、略球形であり、スチレンなどのスチレン系単量体や、アクリル酸、アルキル（Ｃ
１～Ｃ４）アクリレート、アルキル（Ｃ１～Ｃ４）メタアクリレートなどのアクリル系単
量体を、懸濁重合などの公知の重合方法によって共重合させることにより得られる、結着
樹脂を主成分とし、これに、各色に対応する着色剤や、荷電制御剤、ワックスなどが配合
されることによりトナー母粒子が形成され、さらに、流動性の向上を図るべく外添剤が添
加されてなる。
【００５９】
　着色剤としては、上記した、イエロー、マゼンタ、シアンおよびブラックの各着色剤が
、各色に対応して配合されている。また、荷電制御剤としては、たとえば、アンモニウム
塩などのイオン性官能基を有するイオン性単量体と、スチレン系単量体やアクリル系単量
体などのイオン性単量体と共重合可能な単量体との共重合によって得られる荷電制御樹脂
が配合されている。また、外添剤としては、たとえば、シリカ、酸化アルミニウム、酸化
チタン、チタン酸ストロンチウム、酸化セリウム、酸化マグネシウムなどの金属酸化物の
粉末や、炭化物の粉末、金属塩の粉末などの無機粉末が配合されている。
【００６０】
　アジテータ３７は、トナー収容室４３内に設けられている。アジテータ３７は、現像フ
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レーム３６の両側壁１０７に回転自在に支持される回転軸４７と、その回転軸４７の軸方
向にわたって設けられ、回転軸から径方向外方に延びる攪拌部材４８とを備えている。画
像形成時において、回転軸４７には、本体ケーシング２内に設けられるモータ１５４（図
１９参照）からの駆動力が、カップリング雌部材１１３（図１９参照）を介して伝達され
、攪拌部材４８がトナー収容室４３内を周回移動する。
【００６１】
　供給ローラ３８は、現像室４４内において、連通口４５の下方に設けられている。この
供給ローラ３８は、現像フレーム３６の両側壁１０７に回転自在に支持される金属製の供
給ローラ軸４９と、その供給ローラ軸４９の周りを被覆する導電性のスポンジからなるス
ポンジローラ５０とを備えている。画像形成時において、供給ローラ軸４９には、本体ケ
ーシング２内に設けられるモータ１５４（図１９参照）からの駆動力が、カップリング雌
部材１１３（図１９参照）を介して伝達され、供給ローラ３８が回転される。
【００６２】
　現像ローラ３９は、現像室４４内において、供給ローラ３８に対して斜め後側下方に設
けられている。この現像ローラ３９は、現像フレーム３６の両側壁１０７に回転自在に支
持される金属製の現像ローラ軸５１と、その現像ローラ軸５１の周りを被覆する導電性の
ゴムからなるゴムローラ５２とを備えている。
　ゴムローラ５２は、カーボン微粒子などを含む導電性のウレタンゴム、シリコーンゴム
またはＥＰＤＭゴムなどからなるゴムローラ層と、そのゴムローラ層の表面に被覆され、
ウレタンゴム、ウレタン樹脂、ポリイミド樹脂などを主成分とするコート層との２層構造
からなる。
【００６３】
　現像ローラ３９は、供給ローラ３８に対して、ゴムローラ５２とスポンジローラ５０と
が互いに圧接するように配置されている。また、現像ローラ３９は、現像室４４の開口部
４１から下方に向けて露出するように配置されている。
　現像ローラ３９では、画像形成時において、現像ローラ軸５１には、本体ケーシング２
内に設けられるモータ１５４（図１９参照）からの駆動力が、カップリング雌部材１１３
（図１９参照）を介して伝達され、現像ローラ３９が回転される。また、本体ケーシング
２内に設けられる高圧基板（図示せず）から現像ローラ電極（図示せず）を介して現像バ
イアスが印加される。
【００６４】
　層厚規制ブレード４０は、現像室４４内において、現像ローラ３９に上方から圧接する
ように設けられている。層厚規制ブレード４０は、金属製の板ばね部材からなるブレード
５３と、ブレード５３の遊端部に設けられる絶縁性のシリコーンゴムからなる断面半円形
状の押圧部５４とを備えている。
　ブレード５３の基端部が、固定部材５５によって隔壁４２に固定されており、ブレード
５３の弾性力により、ブレード５３の遊端部に設けられる押圧部５４が、現像ローラ３９
のゴムローラ５２に対して上方から圧接される。
（３－２－３）プロセス部での現像動作
　そして、各現像カートリッジ２７では、トナー収容室４３に収容されている各色に対応
するトナーが、自重によって連通口４５に移動し、アジテータ３７によって攪拌されなが
ら、連通口４５から現像室４４へ放出される。
【００６５】
　連通口４５から現像室４４へ放出されたトナーは、供給ローラ３８に供給される。供給
ローラ３８に供給されたトナーは、供給ローラ３８の回転により、現像ローラ３９に供給
され、このとき、供給ローラ３８と、現像バイアスが印加されている現像ローラ３９との
間で正極性に摩擦帯電される。
　現像ローラ３９に供給されたトナーは、現像ローラ３９の回転に伴って、層厚規制ブレ
ード４０の押圧部５４と、現像ローラ３９のゴムローラ５２との間に進入して、一定厚さ
の薄層としてゴムローラ５２の表面に担持される。
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【００６６】
　一方、各現像カートリッジ２７に対応するドラムサブユニット２８では、スコロトロン
型帯電器３０が、コロナ放電を発生させて、感光ドラム２９の表面を一様に正帯電させる
。
　感光ドラム２９の表面は、感光ドラム２９の回転に伴って、スコロトロン型帯電器３０
により一様に正帯電された後、スキャナ部２０からのレーザビームの高速走査により露光
され、用紙３に形成すべき画像に対応した静電潜像が形成される。
【００６７】
　感光ドラム２９がさらに回転すると、現像ローラ３９の表面に担持されかつ正帯電され
ているトナーが、現像ローラ３９の回転により、感光ドラム２９に対向して接触するとき
に、感光ドラム２９の表面に形成されている静電潜像、すなわち、一様に正帯電されてい
る感光ドラム２９の表面のうち、レーザビームによって露光され電位が下がっている露光
部分に供給される。これにより、感光ドラム２９の静電潜像は、現像により可視像化され
、感光ドラム２９の表面には、各色に対応して、反転現像によるトナー像が担持される。
【００６８】
　なお、転写後に感光ドラム２９上に残存する転写残トナーは、現像ローラ３９に回収さ
れる。また、転写後に感光ドラム２９上に付着する用紙３からの紙粉は、クリーニングブ
ラシ３１によって回収される。
（３－３）転写部
　転写部２２は、図１に示すように、本体ケーシング２内において、給紙部４の上方であ
って、プロセス部２１の下方において、前後方向に沿って配置されている。この転写部２
２は、駆動ローラ５６、従動ローラ５７、搬送ベルト５８、転写ローラ５９およびクリー
ニング部６０を備えている。
【００６９】
　駆動ローラ５６および従動ローラ５７は、前後方向に間隔を隔てて対向配置されており
、駆動ローラ５６は、ブラックドラムサブユニット２８Ｋよりも後方に配置され、従動ロ
ーラ５７は、イエロードラムサブユニット２８Ｙよりも前方に配置されている。
　搬送ベルト５８は、エンドレスベルトからなり、カーボンなどの導電性粒子を分散した
導電性のポリカーボネートやポリイミドなどの樹脂フィルムから形成されている。この搬
送ベルト５８は、駆動ローラ５６と従動ローラ５７との間に巻回されている。
【００７０】
　画像形成時において、駆動ローラ５６には、本体ケーシング２内に設けられる図示しな
いモータからの駆動力が伝達され、駆動ローラ５６が回転される。すると、搬送ベルト５
８が、駆動ローラ５６および従動ローラ５７の間を、各ドラムサブユニット２８の感光ド
ラム２９と対向して接触する転写位置において、感光ドラム２９と同方向に回転するよう
に周回移動されるとともに、従動ローラ５７が従動される。
【００７１】
　転写ローラ５９は、駆動ローラ５６および従動ローラ５７の間に巻回されている搬送ベ
ルト５８内において、各感光ドラム２９と、搬送ベルト５８を挟んで対向するように、そ
れぞれ設けられている。各転写ローラ５９は、金属製のローラ軸に、導電性のゴムからな
るゴムローラが被覆されている。また、各転写ローラ５９は、搬送ベルト５８と対向して
接触する転写位置において、搬送ベルト５８の周回移動方向と同方向に回転するように設
けられており、画像形成時には、本体ケーシング２内に設けられる図示しない高圧基板か
らの転写バイアスが印加される。
【００７２】
　クリーニング部６０は、駆動ローラ５６および従動ローラ５７の間に巻回されている搬
送ベルト５８の下方に配置され、１次クリーニングローラ６１、２次クリーニングローラ
６２、掻取ブレード６３およびトナー貯留部６４を備えている。
　１次クリーニングローラ６１は、感光ドラム２９および転写ローラ５９が接触する上側
の搬送ベルト５８と反対側の、下側の搬送ベルト５８と接触するように配置され、その接
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触位置において、搬送ベルト５８の周回移動方向と同方向に回転するように設けられてい
る。１次クリーニングローラ６１には、画像形成時に、本体ケーシング２内に設けられる
図示しない高圧基板からの１次クリーニングバイアスが印加される。
【００７３】
　２次クリーニングローラ６２は、１次クリーニングローラ６１に対して下方から接触す
るように配置され、その接触位置において、１次クリーニングローラ６１の回転方向と同
方向に回転するように設けられている。２次クリーニングローラ６２には、画像形成時に
、本体ケーシング２内に設けられる図示しない高圧基板からの２次クリーニングバイアス
が印加される。
【００７４】
　掻取ブレード６３は、２次クリーニングローラ６２に対して下方から接触するように設
けられている。
　トナー貯留部６４は、１次クリーニングローラ６１および２次クリーニングローラ６２
の下方において、２次クリーニングローラ６２から落下するトナーを貯留できるように設
けられている。
【００７５】
　そして、給紙部４から給紙された用紙３は、駆動ローラ５６の駆動および従動ローラ５
７の従動により周回移動される搬送ベルト５８によって、前側から後側に向かって、各ド
ラムサブユニット２８に対応する転写位置を、順次通過するように搬送され、その搬送中
に、各ドラムサブユニット２８の感光ドラム２９に担持されている各色のトナー像が、順
次転写され、これにより、用紙３にカラー像が形成される。
【００７６】
　すなわち、たとえば、イエロードラムサブユニット２８Ｙの感光ドラム２９の表面に担
持されたイエローのトナー像が、用紙３に転写されると、次いで、マゼンタドラムサブユ
ニット２８Ｍの感光ドラム２９の表面に担持されたマゼンタのトナー像が、既にイエロー
のトナー像が転写されている用紙３に重ねて転写され、以下同様の動作によって、シアン
ドラムサブユニット２８Ｃの感光ドラム２９の表面に担持されたシアンのトナー像、ブラ
ックドラムサブユニット２８Ｋの感光ドラム２９の表面に担持されたブラックのトナー像
が重ねて転写され、これによって、用紙３にカラー像が形成される。
【００７７】
　一方、上記の転写動作において、搬送ベルト５８の表面に付着したトナーは、クリーニ
ング部６０において、まず、搬送ベルト５８の表面から、１次クリーニングバイアスによ
り１次クリーニングローラ６１に転写され、さらに、２次クリーニングバイアスにより２
次クリーニングローラ６２に転写される。その後、２次クリーニングローラ６２に転写さ
れたトナーは、掻取ブレード６３によって、掻き取られ、２次クリーニングローラ６２か
ら落下して、トナー貯留部６４に貯留される。
（３－４）定着部
　定着部２３は、本体ケーシング２におけるブラックドラムサブユニット２８Ｋよりも後
側であって、感光ドラム２９と搬送ベルト５８とが接触する転写位置と、前後方向におい
て対向するように配置されている。この定着部２３は、加熱ローラ６５および加圧ローラ
６６を備えている。
【００７８】
　加熱ローラ６５は、その表面に離型層が形成される金属素管からなり、その軸方向に沿
ってハロゲンランプが内装されている。加熱ローラ６５は、ハロゲンランプにより、その
表面が定着温度に加熱される。
　加圧ローラ６６は、加熱ローラ６５の下方において、加熱ローラ６５と対向配置されて
いる。この加圧ローラ６６は、加熱ローラ６５を下方から押圧する。
【００７９】
　用紙３上に転写されたカラー像は、この定着部２３に搬送され、用紙３が加熱ローラ６
５と加圧ローラ６６との間を通過する間に、その用紙３に熱定着される。
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（４）排紙部
　排紙部６において、用紙３の排紙側搬送経路６７は、その上流側端部が、下方において
定着部２３に隣接し、その下流側端部が、上方において排紙トレイ６８に隣接しており、
用紙３が後側に向かって給紙され、反転後、前側に向かって排紙される、側面視略Ｕ字形
状に形成されている。
【００８０】
　排紙側搬送経路６７の途中には、互いに対向する搬送ローラ６９およびピンチローラ７
０が設けられている。また、排紙側搬送経路６７の下流側端部には、１対の排紙ローラ７
１が設けられている。
　また、排紙部６には、排紙トレイ６８が設けられている。排紙トレイ６８は、本体ケー
シング２の上壁を、前側から後側に向かって次第に窪むように形成して、排紙される用紙
３を積層状に載置できるように、形成されている。
【００８１】
　定着部２３から搬送される用紙は、排紙側搬送経路６７に沿って、搬送ローラ６９およ
びピンチローラ７０により搬送され、排紙ローラ７１によって、排紙トレイ６８上に排紙
される。
２．ドラムユニット
　図３は、ドラムユニット２６（２つの現像カートリッジ２７が離脱した状態）の左前側
上方から見た斜視図である。また、図４は、ドラムユニット２６（１つの現像カートリッ
ジ２７が離脱した状態）の平面図であり、図５は、図４に示すドラムユニット２６の左側
面図であり、図６は、図４に示すドラムユニット２６の左側上方から見た斜視図である。
さらに、図７は、ドラムユニット２６（１つの現像カートリッジ２７が離脱し、左側の側
板７４が取り外された状態）の平面図であり、図８は、図７に示すドラムユニット２６の
左側面図であり、図９は、図７に示すドラムユニット２６の左側上方から見た斜視図であ
る。さらにまた、図１０は、ドラムユニット２６（１つの現像カートリッジ２７が離脱し
、左側の側板７４およびサイドフレーム７５が取り外された状態）の平面図であり、図１
１は、図１０に示すドラムユニット２６の左側面図であり、図１２は、図１０に示すドラ
ムユニット２６の左側上方から見た斜視図である。また、図１３は、ドラムユニット２６
を上下左右方向に沿った切断面で切断したときの断面図である。
【００８２】
　ドラムユニット２６は、図３に示すように、各色に対応する４つのドラムサブユニット
２８と、前後方向に沿って並列に配設される４つのドラムサブユニット２８の前後方向両
側に配置されるビーム部材としてのフロントビーム７２およびリアビーム７３と、フロン
トビーム７２、４つのドラムサブユニット２８およびリアビーム７３を、幅方向（左右方
向）の両方から挟む１対の側板７４とを備えている。
【００８３】
　ドラムユニット２６は、これら４つのドラムサブユニット２８、フロントビーム７２、
リアビーム７３および１対の側板７４が、一体的に、本体ケーシング２内のドラム収容空
間７に対してスライド自在に着脱される。
（１）ドラムサブユニット
　ドラムサブユニット２８は、幅方向において間隔を隔てて対向配置される１対のサイド
フレーム７５と、各サイドフレーム７５間に架設されるセンタフレーム７６とを備えてい
る。
（１－１）サイドフレーム
　各サイドフレーム７５は、樹脂材料を用いて、側面視略矩形板状、より具体的には、前
側上方から後側下方に向かって傾斜する側面視略平行四辺形に形成されている。
【００８４】
　各サイドフレーム７５には、幅方向において互いに対向する内壁面に、現像カートリッ
ジ２７のドラムサブユニット２８に対する移動を案内するための案内溝７７が形成されて
いる。
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　案内溝７７は、サイドフレーム７５の内壁面から幅方向外側に向かって断面コ字状に窪
み、そのサイドフレーム７５の内壁面において、サイドフレーム７５の後側上端縁からサ
イドフレーム７５の前側下端近傍まで略上下方向に沿って形成されている。より具体的に
は、図１１に示すように、案内溝７７は、上流側端部が上方に向かって徐々に幅広となる
ように開放されており、その上流側端部の下方に連続して形成され、略上下方向に延びる
着脱時案内部７８と、この着脱時案内部７８の下方に連続して形成され、センタフレーム
７６の後述するセンタプレート８２の上面８７と略平行な方向に傾斜する駆動時案内部７
９とを備えている。駆動時案内部７９の下端は、現像カートリッジ２７がドラムサブユニ
ット２８に装着された状態で、現像ローラ３９が感光ドラム２９に接触する位置における
現像ローラ軸５１の位置に、対応して配置されている。案内溝７７には、現像カートリッ
ジ２７の後述するカラー部材１１１がスライド自在に受け入れられる。
【００８５】
　また、各サイドフレーム７５には、図８に示すように、案内溝７７よりも前方の上側に
、サイドフレーム７５の外壁面から幅方向外方へ突出する筒状のボス８０が形成されてい
る。このボス８０は、現像カートリッジ２７がドラムサブユニット２８に装着された状態
で、現像カートリッジ２７の窓４６と対向する位置に配置されている。
　さらにまた、左側のサイドフレーム７５において、案内溝７７の途中には、現像カート
リッジ２７がドラムサブユニット２８に装着された状態で、現像カートリッジ２７の後述
するカップリング雌部材１１３が幅方向において対向する位置に、カップリング内側挿通
孔８１が形成されている。このカップリング内側挿通孔８１は、左側のサイドフレーム７
５の厚さ方向を貫通し、案内溝７７の駆動時案内部７９と略平行な方向（センタフレーム
７６の後述するセンタプレート８２の上面８７と略平行な方向）に少し長い丸穴に形成さ
れている。
（１－２）センタフレーム
　センタフレーム７６は、樹脂材料を用いて、各サイドフレーム７５とは独立して成形さ
れている。このセンタフレーム７６は、図１１および図１２に示すように、幅方向に延び
るセンタプレート８２と、センタプレート８２の幅方向両端部に設けられるサイドインナ
プレート８３とを一体的に備えている。
【００８６】
　センタプレート８２は、平面視略細長板状をなし、その上面８７が前側上方から後側下
方に向かって傾斜している。このセンタプレート８２の上下方向途中には、幅方向に沿っ
て、スコロトロン型帯電器３０を保持するための帯電器保持部８４が設けられている。
帯電器保持部８４には、幅方向にわたって放電ワイヤ３４が張設されるとともに、その放
電ワイヤ３４の下方にグリッド３５が保持されている（図２参照）。この帯電器保持部８
４の上方は、センタプレート８２の上面８７に沿って延びる帯電カバー８５によって覆わ
れている。
【００８７】
　また、センタプレート８２には、図１２に示すように、帯電器保持部８４の下方に、ク
リーニングブラシ３１を保持するためのブラシ保持部８６が設けられている。このブラシ
保持部８６には、幅方向にわたってクリーニングブラシ３１が保持されている（図２参照
）。
　さらに、センタプレート８２の上面８７の上端部には、図３および図１２に示すように
、２つの支持部８８が幅方向に間隔を隔てて配置されている。各支持部８８は、現像カー
トリッジ２７がドラムサブユニット２８に装着された状態で、現像カートリッジ２７に向
けて突出する側面視略半円形状に形成されている。また、各支持部８８の表面には、セン
タプレート８２を形成する樹脂材料よりも低い摩擦係数を有する材料からなる摩擦低減部
材である摩擦低減テープ８９が貼着されている。そして、現像カートリッジ２７がドラム
サブユニット２８に装着された状態では、その現像カートリッジ２７（イエロー現像カー
トリッジ２７Ｙ以外のもの）の後述する凸部１１９が摩擦低減テープ８９を介して支持部
８８に当接する。
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【００８８】
　サイドインナプレート８３は、図１２に示すように、センタプレート８２の幅方向両端
部において、センタプレート８２から屈曲して前方に向かって延びるように形成されてい
る。各サイドインナプレート８３は、図１１に示すように、側面視において、前方が幅狭
となる略三角形状に形成されており、その前端部には、ドラム軸３３を挿通する軸挿通部
９０が設けられている。
（２）フロントビーム
　フロントビーム７２は、図３および図４などに示すように、前後方向に沿って並列に配
設される４つのドラムサブユニット２８の前側に配置され、１対の側板７４間に架設され
ている。このフロントビーム７２は、樹脂材料を用いて一体的に形成されており、ドラム
ユニット２６の外側に臨むフロント外壁９１と、ドラムユニット２６の内側に臨むフロン
ト内壁９２とを備えている。
【００８９】
　フロント外壁９１は、幅方向に沿って延びる正面視略矩形細長板状をなし、上下方向に
沿って配置されている。このフロント外壁９１には、幅方向中央において、フロント把持
部９３が設けられている。このフロント把持部９３は、幅方向において間隔を隔てて対向
配置される１対の把持側板９４と、把持側板９４間に架設される把持中央板９５とを備え
ている。
【００９０】
　各把持側板９４は、上方から斜め前側下方に向かって突出する側面視略三角形板状をな
し、フロント外壁９１の前壁面から前方に向かって突出するように形成されている。
　把持中央板９５は、前端部が上方に屈曲する断面Ｌ字形状をなし、各把持側板９４の下
端部間に架設されている。
　フロント内壁９２は、幅方向に延びる背面視細長矩形板状をなし、フロント外壁９１の
後方に配置されている。このフロント内壁９２は、センタフレーム７６のセンタプレート
８２の上面８７と略平行な方向に傾斜している。
【００９１】
　フロント内壁９２の上端部には、図３に示すように、２つの支持部９６が幅方向に間隔
を隔てて配置されている。各支持部９６は、イエロー現像カートリッジ２７Ｙドラムサブ
ユニット２８に装着された状態で、そのイエロー現像カートリッジ２７Ｙに向けて突出す
る側面視略半円形状に形成されている。また、各支持部８８の表面には、フロントビーム
７２を形成する樹脂材料よりも低い摩擦係数を有する材料からなる摩擦低減部材である摩
擦低減テープ９７が貼着されている。そして、イエロー現像カートリッジ２７Ｙがドラム
サブユニット２８に装着された状態では、そのイエロー現像カートリッジ２７Ｙの後述す
る凸部１１９が摩擦低減テープ９７を介して支持部９６に当接する。
（３）リアビーム
　リアビーム７３は、図３および図４などに示すように、前後方向に沿って並列に配設さ
れる４つのドラムサブユニット２８の後側に配置され、１対の側板７４間に架設されてい
る。このリアビーム７３は、樹脂材料を用いて一体的に形成されており、幅方向に対向配
置される１対のリア側壁９８と、１対のリア側壁９８の間に架設されるリア架設壁９９と
、リア架設壁９９から上方に突出するリア把持部１００とを備えている。
【００９２】
　リア把持部１００は、リア架設壁９９の上端部が下方に向かって背面視略凹状に窪む把
持凹部１０１と、把持凹部１０１を幅方向に跨ぐように、リア架設壁９９の上端部に連結
される背面視略コ字状のリア取手１０２とを備えている。
（４）側板
　側板７４は、図３および図４などに示すように、フロントビーム７２、４つのドラムサ
ブユニット２８およびリアビーム７３を、幅方向の両方から挟むことができるように１対
として設けられている。
【００９３】
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　各側板７４は、ドラムサブユニット２８を形成する樹脂材料の線膨張係数よりも、線膨
張係数の低い材料、たとえば、金属または繊維強化樹脂から形成されており、好ましくは
、金属から形成されている。
　各側板７４は、前後方向に延びる側面視略細長矩形板状をなし、前後方向に沿って並列
に配設されるフロントビーム７２、４つのドラムサブユニット２８およびリアビーム７３
に対して、前端部がフロントビーム７２に対向し、後端部がリアビーム７３に対向するよ
うに形成されている。
【００９４】
　各側板７４の上端部は、断面Ｌ字形状となるように、幅方向外側に屈曲され、前後方向
にわたって幅方向外側に延びる鍔部１０３が形成されている。この鍔部１０３は、本体ケ
ーシング２内に設けられるレール（図示せず）にスライド自在に嵌合される。
　また、各側板７４には、図５に示すように、各サイドフレーム７５がドラムサブユニッ
ト２８に組み付けられた状態で、各ドラムサブユニット２８のボス８０を受け入れる４つ
の光透過孔１０４が形成されている。
【００９５】
　各光透過孔１０４は、側板７４の上端部において、前後方向に沿って互いに間隔を隔て
て４つ形成されている。より具体的には、４つの光透過孔１０４は、各サイドフレーム７
５がドラムサブユニット２８に組み付けられ、現像カートリッジ２７がドラムサブユニッ
ト２８に装着された状態で、現像カートリッジ２７の各窓４６と各ボス８０とが幅方向に
対向する位置において、厚さ方向を貫通する丸孔として形成されている。
【００９６】
　また、各側板７４には、下端部において、各サイドフレーム７５がドラムサブユニット
２８に組み付けられた状態で、各ドラム軸３３の軸方向端部を挿通する軸孔１０５が形成
されている。
　各軸孔１０５は、側板７４の下端部において、前後方向に沿って互いに間隔を隔てて４
つ形成されている。この軸孔１０５は、各サイドフレーム７５がドラムサブユニット２８
に組み付けられた状態で、各ドラム軸３３の軸方向端部と幅方向に対向する位置において
、厚さ方向を貫通する角孔として形成されている。
【００９７】
　また、左側の側板７４には、図３および図５に示すように、各側板７４がドラムサブユ
ニット２８に組み付けられ、さらに、現像カートリッジ２７がドラムサブユニット２８に
装着された状態で、各現像カートリッジ２７のカップリング雌部材１１３が幅方向におい
て対向するカップリング外側挿通孔１０６が形成されている。
　カップリング外側挿通孔１０６は、側板７４の上下方向中央において、前後方向に沿っ
て互いに間隔を隔てて４つ形成されている。これらのカップリング外側挿通孔１０６は、
各サイドフレーム７５がドラムサブユニット２８に組み付けられた状態で、左側のサイド
フレーム７５のカップリング内側挿通孔８１と幅方向において対向する位置において、厚
さ方向を貫通し、サイドフレーム７５に形成されている案内溝７７の駆動時案内部７９と
略平行な方向（フロント内壁９２と略平行な方向）に少し長い丸穴に形成されている。
【００９８】
　このような構成により、ドラムユニット２６では、各ドラムサブユニット２８において
１対のサイドフレーム７５間に支持されるドラム軸３３は、その軸方向両端部が、各側板
７４の軸孔１０５に挿通される。また、左側の側板７４に形成された各カップリング外側
挿通孔１０６が、各ドラムサブユニット２８の左側のサイドフレーム７５のカップリング
内側挿通孔８１と幅方向において対向し、さらに、各現像カートリッジ２７のカップリン
グ雌部材１１３が各カップリング内側挿通孔８１および各カップリング外側挿通孔１０６
と幅方向において対向する。
３．現像カートリッジ
（１）現像カートリッジ
　現像カートリッジ２７の現像フレーム３６は、図２および図６に示すように、幅方向に
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対向する１対の側壁１０７と、両側壁１０７の上端縁間に架設される上壁１０８と、両側
壁１０７の前端縁間に架設される前壁１０９と、両側壁１０７の後端縁間に架設される後
壁１１０とを一体的に備えており、両側壁１０７、前壁１０９および後壁１１０の下端縁
によって、現像ローラ３９を露出させる開口部４１が形成されている。
【００９９】
　現像ローラ３９の現像ローラ軸５１は、現像フレーム３６の両側壁１０７に回転自在に
支持されており、現像フレーム３６の両側壁１０７から、軸方向両端部が幅方向両側へ突
出するように設けられている。また、現像ローラ軸５１の軸方向両端部には、図４に示す
ように、導電性の突起部としてのカラー部材１１１が被覆されている。
　両側壁１０７には、図２に示すように、トナー収容室４３内に収容されているトナーの
残量を検出するための窓４６が埋設されている。これらの窓４６は、図１３に示すように
、トナー収容室４３を挟んで対向配置されており、後述する発光素子１７４から受光素子
３０８に向かう検知光を幅方向に沿って通過させる。また、各側壁１０７において、窓４
６は、図２に示すように、アジテータ３７の回転軸４７と後述する凸部１１９とを通る直
線Ｌ上であって、回転軸４７よりも凸部１１９に近い位置に配置されている。
【０１００】
　また、左側の側壁１０７には、図５および図６に示すように、ギヤカバー１１２によっ
て被覆されるギヤ機構部（図示せず）が設けられている。このギヤ機構部は、ギヤカバー
１１２から露出するカップリング雌部材１１３と、このカップリング雌部材１１３に噛合
するギヤトレイン（図示せず）とを備えている。
　カップリング雌部材１１３には、後述するように、本体ケーシング２内に設けられるカ
ップリング雄部材１５３（図１９参照）が、進退自在かつ相対回転不能に結合される。こ
のカップリング雄部材１５３には、本体ケーシング２内に設けられるモータ１５４（図１
９参照）からの駆動力が伝達されている。
【０１０１】
　ギヤトレイン（図示せず）は、アジテータ３７の回転軸４７に固定されるアジテータ駆
動ギヤ、供給ローラ３８の供給ローラ軸４９に固定される供給ローラ駆動ギヤ、現像ロー
ラ３９の現像ローラ軸５１に固定される現像ローラ駆動ギヤなどを備えており、これらが
中間ギヤなどを介してカップリング雌部材１１３に噛合している。
　上壁１０８には、図５および図６に示すように、現像カートリッジ把持部１１４が設け
られている。この現像カートリッジ把持部１１４は、現像フレーム３６の上壁１０８にお
いて、幅方向中央に設けられており、現像フレーム３６の上壁１０８が下方に向かって窪
む凹部１１５と、凹部１１５の後端部に設けられる取手１１６とを備えている。
【０１０２】
　凹部１１５は、図６に示すように、各現像カートリッジ２７がドラムユニット２６に装
着された状態で、隣接する前方の現像カートリッジ２７に向かって開放されるように、そ
の前端部が切り欠かれる平面視略矩形凹状に形成されている。
　取手１１６は、凹部１１５の後端部において、幅方向に沿って延びるように設けられて
いる。この取手１１６は、凹部１１５を幅方向において挟む把持側壁１１７と、把持側壁
１１７間に架設される把持中央壁１１８とを備えている。
【０１０３】
　把持側壁１１７は、後側に向かって幅狭となる側面視三角形状をなし、凹部１１５の幅
方向両端部から、上方に向かって延びるように形成されている。また、把持中央壁１１８
は、把持側壁１１７の上端縁間に架設されている。
　これによって、取手１１６は、凹部１１５に沿って前方から把持中央壁１１８の内壁面
に指を入れて、上方に引き出せるように、形成されている。
【０１０４】
　前壁１０９には、図２および図３に示すように、側面視において窓４６とアジテータ３
７の回転軸４７とを通る直線Ｌ上であって、幅方向において互いに間隔を隔てた２つの位
置に、それぞれ被支持部としての凸部１１９が設けられている。各凸部１１９は、図５に
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示すように、前壁１０９から前方に向けて突出し、側面視略台形状の板状に形成されてい
る。
（２）現像カートリッジのドラムユニットへの装着
　各色に対応する現像カートリッジ２７を、ドラムユニット２６の各色に対応するドラム
サブユニット２８へ装着するには、ドラムユニット２６の上方から、現像カートリッジ２
７を、その現像カートリッジ２７に対応するドラムサブユニット２８へ装着する。
【０１０５】
　より具体的には、現像カートリッジ２７の現像ローラ軸５１の軸方向両端部のカラー部
材１１１を、対応するドラムサブユニット２８の各サイドフレーム７５に形成される案内
溝７７に挿入して、その案内溝７７に沿って、現像ローラ軸５１の軸方向両端部のカラー
部材１１１がスライドするように、現像カートリッジ２７をドラムサブユニット２８に対
して下方へ押し込む。現像ローラ軸５１の軸方向両端部のカラー部材１１１が、案内溝７
７の最深部に当接すると、それ以上の現像カートリッジ２７の押し込みが規制され、現像
ローラ３９が感光ドラム２９に接触する。
【０１０６】
　すると、現像カートリッジ２７の自重により、現像カートリッジ２７が現像ローラ軸５
１（カラー部材１１１）を中心に、その上端部が前側に隣接するセンタフレーム７６また
はフロントビーム７２にもたれ掛かる方向に倒れ、現像フレーム３６の前壁１０９に形成
されている各凸部１１９が、センタフレーム７６の支持部８８またはフロントビーム７２
の支持部９６に当接して支持される。また、その現像カートリッジ２７の倒れ（回動）に
より、カラー部材１１１が案内溝７７の駆動時案内部７９の上面に当接する。これによっ
て、現像カートリッジ２７がドラムサブユニット２８に対して位置決めされ、その現像カ
ートリッジ２７のドラムサブユニット２８に対する装着が達成される。
【０１０７】
　また、現像カートリッジ２７が、対応するドラムサブユニット２８へ装着されると、図
１３に示すように、現像フレーム３６の左側の側壁１０７に埋設される左側の窓４６が、
左側のサイドフレーム７５に形成されるボス８０および左側の側板７４に形成される光透
過孔１０４と幅方向において対向する。一方、現像フレーム３６の右側の側壁１０７に埋
設される右側の窓４６が、右側のサイドフレーム７５に形成されるボス８０および右側の
側板７４に形成される光透過孔１０４と幅方向において対向する。そして、本体ケーシン
グ２内には、各現像カートリッジ２７に対応して、トナー収容室４４内のトナーの残量を
検知するための光センサ１７３が設けられており、現像カートリッジ２７がドラムサブユ
ニット２８に装着された状態において、その光センサ１７３が備える発光素子１７４から
出射される検知光を、左側の光透過孔１０４、左側のボス８０、左側の窓４６、トナー収
容室４４、右側の窓４６、右側のボス８０および右側の光透過孔１０４をこの順に通過し
て、受光素子３０８に入射させることができる。
【０１０８】
　さらに、図５に示すように現像フレーム３６の左側の側壁１０７に設けられるギヤカバ
ー１１２から露出するカップリング雌部材１１３が、左側のサイドフレーム７５に形成さ
れるカップリング内側挿通孔８１および左側の側板７４に形成されるカップリング外側挿
通孔１０６と幅方向において対向する。これにより、カップリング外側挿通孔１０６およ
びカップリング内側挿通孔８１を介して、後述するカップリング雄部材１５３をカップリ
ング雌部材１１３に対して進退させることができる。そして、カップリング雄部材１５３
をカップリング雌部材１１３に結合させた状態で、モータ１５４（図１９参照）からの駆
動力をカップリング雄部材１５３を介してカップリング雌部材１１３に入力することによ
り、アジテータ３７、供給ローラ３８および現像ローラ３９を駆動することができる。こ
のとき、現像カートリッジ２７に対して回転モーメントが生じる。この回転モーメントの
方向は、重力により凸部１１９が支持部８８，９６に対して与える力の方向とほぼ一致し
ている。そのため、現像カートリッジ２７に生じる回転モーメントにより、凸部１１９が
支持部８８，９６にさらに押し当てられるとともに、カラー部材１１１が案内溝７７の駆
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動時案内部７９の上面にさらに押し付けられる。これによって、現像カートリッジ２７が
ドラムサブユニット２８に対して強固に位置決めされる。
４．押圧機構
　図１４は、スキャナ部２０の平面図であり、図１５は、スキャナ部２０の正面図である
。
【０１０９】
　このカラーレーザプリンタ１は、各現像カートリッジ２７がドラムユニット２６（各ド
ラムサブユニット２８）に装着された状態で、各現像カートリッジ２７を現像ローラ３９
が感光ドラム２９と接触する方向に押圧するための１対の押圧機構１２０を備えている。
　１対の押圧機構１２０は、スキャナ部２０のスキャナユニット２５を挟んで幅方向に対
向配置されており、スキャナ部２０の支持板２４に支持されている。言い換えれば、スキ
ャナ部２０の支持板２４には、その幅方向両端部にそれぞれ押圧機構１２０が取り付けら
れるとともに、それらの押圧機構１２０の間において、スキャナユニット２５が配置され
て取り付けられている。
【０１１０】
　図１６は、押圧機構１２０の右前側上方から見た斜視図である。
　各押圧機構１２０は、各現像カートリッジ２７に対応して設けられ、現像カートリッジ
２７を押圧する押圧位置と現像カートリッジ２７から離間する離間位置とに移動可能な押
圧部材１２１と、スキャナ部２０の支持板２４の上面に固定され、上方が開放された断面
略コ字状の保持部材１２２と、各押圧部材１２１を押圧位置に向けて付勢するコイルばね
１２３（図１７および図１８参照）と、各押圧機構１２０を連動させて移動させるための
押圧部材用直動カム１２４とを備えている。
【０１１１】
　図１７は、押圧部材１２１により現像カートリッジ２７が押圧されている状態を示す側
面図であり、図１８は、押圧部材１２１が現像カートリッジ２７から離間している状態を
示す側面図である。
　押圧部材１２１は、図１７および図１８に示すように、側面視略細長矩形状に形成され
ている。また、押圧部材１２１の長手方向中央部には、後方に向けて延びる支持アーム１
２５が一体的に形成されている。そして、押圧部材１２１は、図１５に示すように、保持
部材１２２の両側板１２２Ａ間に配置されて、支持アーム１２５の後端部が両側板１２２
Ａ間に架設された支持軸１２６を支点として回動自在に支持されている。さらに、押圧部
材１２１の長手方向中央部には、幅方向両側に向けて延びるガイド軸１２７が一体的に形
成されている。
【０１１２】
　保持部材１２２の両側板１２２Ａには、図１４に示すように、幅方向に互いに対向する
位置に、その上端から下方に延びる略Ｕ字状の溝１２８が形成されている（図２６参照）
。この溝１２８は、各側板１２２Ａにおいて、前後方向に間隔を隔てて４つ形成されてお
り、各押圧部材１２１のガイド軸１２７の両端部がそれぞれ幅方向に対向する溝１２８に
嵌合されている。
【０１１３】
　コイルばね１２３は、図１７および図１８に示すように、その一端が押圧部材１２１の
上端部に係止され、他端が保持部材１２２に係止されている。このコイルばね１２３は、
その中心線が押圧部材１２１の中心線とほぼ一致している。
　押圧部材用直動カム１２４は、保持部材１２２の幅方向外側に配置されて、前後方向に
直線移動可能に設けられている。この押圧部材用直動カム１２４は、図１４および図１６
に示すように、スキャナ部２０の支持板２４の上面に沿って前後方向に延びるベース板１
２９と、ベース板１２９から上方に立ち上がり、前後方向に延びる鉛直板１３０と、鉛直
板１３０の幅方向内側において、ベース板１２９から上方に突出する略三角形板状のカム
部１３１と、鉛直板１３０の上端部に固定され、鉛直板１３０から前方に向けて延びるギ
ヤ部１３２とを一体的に備えている。
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【０１１４】
　カム部１３１は、各押圧部材１２１のガイド軸１２７に対応して４つ設けられており、
前後方向に互いに等間隔を隔てて配置されている。そして、各カム部１３１は、前側下方
から後側上方に向かって傾斜する傾斜面１３３と、この傾斜面１３３の後端縁からベース
板１２９と平行に延びる平坦面１３４とを有している。
　ギヤ部１３２は、平面視略細長矩形状に形成されている。このギヤ部１３２の下面には
、後述する押圧部材駆動ギヤ４０１と噛合するラックギヤ１３５が形成されている。
【０１１５】
　押圧部材用直動カム１２４が最後方位置に配置されているときには、ベース板１２９が
各押圧部材１２１のガイド軸１２７に対向し、図１７に示すように、コイルばね１２３の
付勢力により、各押圧部材１２１は、保持部材１２２およびスキャナ部２０の支持板２４
に形成された開口（図示せず）を介して、その下端部が支持板２４の下方に突出し、現像
カートリッジ２７の現像フレーム３６の両側壁１０７の上端部に当接して、その現像カー
トリッジ２７を下方に向けて押圧する。これにより、各現像カートリッジ２７の現像ロー
ラ３９が対応する感光ドラム２９に押圧される。また、このとき、押圧部材１２１が現像
カートリッジ２７を押圧する力の方向は下方であり、その力には、現像カートリッジ２７
の凸部１１９を支持部８８，９６に押し付ける方向の力成分が含まれるので、現像カート
リッジ２７がドラムサブユニット２８に対してより強固に位置決めされる。
【０１１６】
　この状態から、押圧部材用直動カム１２４が前方に移動されると、各押圧部材１２１の
ガイド軸１２７が各カム部１３１の傾斜面１３３上を平坦面１３４に向かう方向に相対移
動し、これに伴って、各ガイド軸１２７が持ち上がり、図１８に示すように、各支持アー
ム１２５が上方に回動して、各押圧部材１２１が押圧位置から離間位置へと移動する。こ
れにより、各押圧部材１２１による現像カートリッジ２７の押圧が一斉に解除される。
５．駆動力伝達ユニット
　また、このカラーレーザプリンタ１では、本体ケーシング２内において、プロセス部２
１（図１参照）を挟んで幅方向に対向する１対の側板３９９（図２９参照）が設けられて
おり、その１対の側板のうちの左側の側板３９９（図２９には、この左側の側板３９９の
みが示されている。）の外側面には、各現像カートリッジ２７に駆動力を伝達するために
、図１９に示す駆動力伝達ユニット１５１が配置されている。
【０１１７】
　図１９は、駆動力伝達ユニット１５１の右側上方から見た斜視図である。
　駆動力伝達ユニット１５１は、側板３９９に取り付けられるホルダ１５２と、このホル
ダ１５２に保持される、４つの現像駆動ギヤ１５５、４つのカップリング雄部材１５３、
４つのばね１９１、４つのモータ１５４、４つの規制部材１５６、連結部材１５７および
レバー１５８とを備えている。
【０１１８】
　ホルダ１５２は、金属板からなり、前後方向に延びる側面視略矩形状の主板部２２１と
、この主板部２２１の前端縁上部から側板３９９に向けて幅方向右方に延びる前板部２２
２と、前板部２２２の先端縁（右端縁）から前方に延びる前固定部２２３と、主板部２２
１の後端縁から側板３９９に向けて幅方向右方に延びる正面視略Ｌ字状の後板部２２４と
、後板部２２４の先端縁（右端縁）の上下方向に互いに間隔を隔てた３つの位置に設けら
れ、それぞれ後方に延びる後固定部２２５と、主板部２２１の上端縁から側板３９９に向
けて幅方向右方に延びる上板部２２６と、主板部２２１の下端縁から側板３９９に向けて
幅方向右方に延びる下板部２２７と、下板部２２７の前後方向中央部から幅方向右方に延
び、さらに下方に折れ曲がる断面略Ｌ字状の下固定部２２８とを一体的に備えている。
【０１１９】
　そして、このホルダ１５２は、前固定部２２３、後固定部２２５および下固定部２２８
を側板３９９の外側面に当接させて、前固定部２２３、後固定部２２５および下固定部２
２８のそれぞれに形成されるねじ孔２２９にねじを挿通し、各ねじを側板３９９にねじ込
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むことにより、側板３９９に取り付けられる。
　図２０は、図１９に示す駆動力伝達ユニット１５１の左前方から見た斜視図であり、図
２１は、その左後方から見た斜視図であって、それぞれ、ホルダ１５２、モータ１５４お
よび現像駆動ギヤ１５５を省略して示す。また、図２２は、駆動力伝達ユニット１５１の
右側上方から見た斜視図であり、カップリング雄部材１５３が退避している状態を示す。
図２３は、図２２に示す駆動力伝達ユニット１５１の左前方から見た斜視図であり、図２
４は、その左後方から見た斜視図であって、それぞれ、ホルダ１５２、モータ１５４およ
び現像駆動ギヤ１５５を省略して示す。さらに、図２５は、カップリング雄部材１５３お
よび現像駆動ギヤ１５５の正面図である。
【０１２０】
　各現像駆動ギヤ１５５は、ホルダ１５２の主板部１５９の側板３９９との対向面におい
て、ドラムユニット２６が本体ケーシング２に装着されたときに、そのドラムユニット２
６に装着された各現像カートリッジ２７のカップリング雌部材１１３と幅方向に対向する
位置に、幅方向に延びる回転軸線を中心に回転自在に配置されている。また、各現像駆動
ギヤ１５５は、図２５に示すように、略円板状に形成され、外周に多数の外歯を有するギ
ヤ本体１９３と、このギヤ本体１９３の中心に連結され、幅方向に延びる略円柱状の連結
ボス１９４とを備えている。
【０１２１】
　各カップリング雄部材１５３は、前後方向に延びる直線上に並べて配置されている。各
カップリング雄部材１５３は、現像駆動ギヤ１５５の連結ボス１９４が相対回転不能かつ
幅方向（現像駆動ギヤ１５５の回転軸線方向）に摺動可能に挿入される本体部１７２と、
この本体部１７２の現像駆動ギヤ１５５側の基端部から周囲に張り出す鍔部１７１と、本
体部１７２の鍔部１７１とは反対側の先端部に設けられ、カップリング雌部材１１３に相
対回転不能に結合する結合部１９５とを一体的に備えている。そして、各カップリング雄
部材１５３は、現像カートリッジ２７のカップリング雌部材１１３に連結される連結位置
（図２５（ａ）に示す位置）と、結合部１９５が側板３９９の幅方向外側に退避し、現像
カートリッジ２７のカップリング雌部材１１３との連結を解除する解除位置（図２５（ｂ
）に示す位置）とに進退可能に設けられている。
【０１２２】
　各ばね１９１は、圧縮ばねからなり、各現像駆動ギヤ１５５の連結ボス１９４の周囲を
巻回するように設けられている。そして、各ばね１９１は、一端が現像駆動ギヤ１５５の
ギヤ本体１９３に接続され、他端がカップリング雄部材１５３の本体部１７２に接続され
て、カップリング雄部材１５３を連結位置に向けて付勢している。
　各モータ１５４は、図１９および図２２に示すように、ホルダ１５２の主板部１５９の
側板３９９との対向面において、現像駆動ギヤ１５５の後側に配置されている。また、各
モータ１５４は、駆動軸が幅方向内側に突出するように配置されており、その駆動軸の先
端には、それぞれ対応する現像駆動ギヤ１５５の外歯と噛合する入力ギヤ１９６が固定さ
れている。
【０１２３】
　各規制部材１５６は、各カップリング雄部材１５３に対応づけて設けられ、各現像駆動
ギヤ１５５に対して幅方向内側（右側）から対向配置されている。各規制部材１５６は、
正面視略平行四辺形状の本体部３１０と、この本体部３１０の前面および後面の中央部か
らそれぞれ前後方向に突出する揺動軸３１２と、本体部３１０の上端部に形成され、後述
する駆動伝達部材用直動カム３０１の傾斜面３０５および平坦面３０６に当接するカム面
当接部３１３と、本体部３１０の下端部に延設された１対の係合部１９８とを一体的に備
えている。１対の係合部１９８の間には、カップリング雄部材１５３の本体部１７２を挿
通する略半円形状の切り欠き部１９７が形成されている。
【０１２４】
　そして、各規制部材１５６は、支持部材３０７により個別に揺動可能に支持されている
。支持部材３０７は、各規制部材１５６に対応して４つ設けられている。各支持部材３０



(27) JP 4345018 B2 2009.10.14

10

20

30

40

50

７は、前後方向に互いに一定間隔を隔てて並列に配置され、複数本のねじ３１１により、
側板３９９のホルダ１５２との対向面（幅方向外側の面）に取り付けられている。そして
、各支持部材３０７は、前後方向に対向する１対の側板３１７を備えており、この１対の
側板３１７に規制部材１５６の両揺動軸３１２を回動可能に受け取ることによって、１対
の側板３１７間に規制部材１５６を揺動可能に支持している。
【０１２５】
　また、各支持部材３０７は、図２０などに示すように、後述する駆動伝達部材用直動カ
ム３０１が上方に浮き上がるのを防止しつつ、その駆動伝達部材用直動カム３０１の前後
方向の移動を案内するための上ガイド部３１４と、駆動伝達部材用直動カム３０１がばね
１９１の反力により幅方向外側（ホルダ１５２側）に動くのを防止しつつ、上ガイド部３
１４と協働して、その駆動伝達部材用直動カム３０１の前後方向の移動を案内するための
側ガイド部３１５とを備えている。
【０１２６】
　さらに、各支持部材３０７は、前側の側板３１７から前方に延びるセンサ配置部３０９
を一体的に備えている。このセンサ配置部３０９には、トナー収容室４４（図１参照）内
に収容されているトナーの残量を検出するための光センサ１７３の受光素子３０８が配置
されている。
　また、この駆動力伝達ユニット１５１は、前後方向に延びる駆動伝達部材用直動カム３
０１が備えられている。
【０１２７】
　駆動伝達部材用直動カム３０１は、各支持部材３０７により共通に支持されて、前後方
向（各規制部材１５６の揺動軸３１２とほぼ平行な方向）に直線移動可能に設けられてい
る。そして、この駆動伝達部材用直動カム３０１は、前後方向に細長い矩形板状のレバー
本体部３０２と、このレバー本体部３０２の前端部に結合されたギヤ部３０３と、レバー
本体部３０２の側板３９９に対向する面から突出する略三角形板状のカム部３０４とを一
体的に備えている。
【０１２８】
　ギヤ部３０３の上面には、後述するジョイント可動ギヤ４０４と噛合するラックギヤ１
３６が形成されている。
　カム部３０４は、各規制部材１５６に対応して４つ設けられており、レバー本体部３０
２の側板３９９に対向する面において、前後方向に互いに等間隔を隔てて配置されている
。そして、各カム部３０４は、前側左方から後側右方に向かって傾斜する傾斜面３０５と
、この傾斜面３０５の後端縁からレバー本体部３０２の側板３９９に対向する面と平行に
延びる平坦面３０６とを有している。
【０１２９】
　駆動伝達部材用直動カム３０１が最後方に押し込まれているときには、図１９および図
２５（ａ）に示すように、各規制部材１５６が、各カム部３０４の前方において、レバー
本体部３０２の側板３９９に対向する面に対向している。そして、各規制部材１５６は、
離間位置に位置しており、この状態では、１対の係合部１９８がカップリング雄部材１５
３の鍔部１７１に対してそのカップリング雄部材１５３の進退方向に対向している。
【０１３０】
　また、各規制部材１５６の１対の係合部１９８が各カップリング雄部材１５３の鍔部１
７１から離間しており、各カップリング雄部材１５３が各ばね１９１の弾性力によって連
結位置に進出されている。このとき、各色の現像カートリッジ２７がドラムユニット２６
に装着され、そのドラムユニット２６が本体ケーシング２に装着されていれば、各カップ
リング雄部材１５３が各現像カートリッジ２７のカップリング雌部材１１３に結合される
。
【０１３１】
　この状態から、駆動伝達部材用直動カム３０１が前方に移動されると、各規制部材１５
６のカム面当接部３１３が各カム部３０４の傾斜面３０５上を平坦面３０６に向かう方向



(28) JP 4345018 B2 2009.10.14

10

20

30

40

50

に相対移動し、これに伴って、各規制部材１５６が揺動軸３１２を中心に揺動し、各規制
部材１５６の係合部１９８の先端部が各カップリング雄部材１５３の鍔部１７１に当接す
る。そして、各規制部材１５６の係合部１９８が各カップリング雄部材１５３の鍔部１７
１を各ばね１９１の弾性力に抗して解除位置に向けて押圧し、各カップリング雄部材１５
３が連結位置から解除位置に向けて一斉に移動する。各規制部材１５６が押圧位置に移動
されると、各規制部材１５６の係合部１９８の先端部が各カップリング雄部材１５３の鍔
部１７１の上下方向中央部に当接し、各カップリング雄部材１５３は解除位置に位置した
状態となる。これにより、各現像カートリッジ２７のカップリング雌部材１１３と各カッ
プリング雄部材１５３との結合が一斉に解除される。
６．連動機構
　そして、このカラーレーザプリンタ１では、フロントカバー９（図１参照）の開閉に伴
って、押圧部材用直動カム１２４および駆動伝達部材用直動カム３０１が連動して移動す
るようになっている。すなわち、このカラーレーザプリンタ１は、図２６および図２７に
示すように、フロントカバー９の開閉に伴って、押圧部材用直動カム１２４および駆動伝
達部材用直動カム３０１を連動して移動させるための連動機構４００を備えている。
【０１３２】
　図２６および図２７は、押圧機構１２０、駆動力伝達ユニット１５１および連動機構４
００の右前方から見た斜視図であり、図２６は、フロントカバー９が開かれた状態を示し
、図２７は、フロントカバー９が閉じられた状態を示している。
　上記したように、フロントカバー９は、１対のカバー支持部材３９８によって、本体ケ
ーシング２（図１参照）の前方に傾倒して、着脱口８を開放する状態（図２６に示す状態
）と、本体ケーシング２の前面に沿って起立して、着脱口８を閉鎖する状態（図２７に示
す状態）とに開閉可能に支持されている。
【０１３３】
　各カバー支持部材３９８は、フロントカバー９の幅方向の端縁に固定されるカバー固定
部３９７と、フロントカバー９が閉じられた状態において、カバー固定部３９７の下端縁
に連続し、後方に向けて凸となる側面視略Ｕ字状に屈曲する屈曲部３９６とを一体的に備
えている。また、右側のカバー支持部材３９８には、屈曲部３９６の幅方向外側の面に、
後述する操作ギヤ部材４０８を操作するための操作部３９５が一体的に形成されている。
この操作部３９５は、屈曲部３９６の屈曲点付近からフロントカバー９側に延びるように
形成されている。そして、各カバー支持部材３９８は、屈曲部３９６の先端部から幅方向
に延びる支持軸３９４が本体ケーシング２内の両側板３９９に回転自在に受け取られてい
る。
【０１３４】
　連動機構４００は、各押圧部材用直動カム１２４のギヤ部１３２のラックギヤ１３５と
噛合する押圧部材駆動ギヤ４０１と、本体ケーシング２内の両側板３９９に回転自在に支
持されて、各押圧部材駆動ギヤ４０１が相対回転不能に取り付けられる保持軸４０２と、
保持軸４０２の両端部に相対回転不能に取り付けられる伝達ギヤ４０３と、保持軸４０２
の左端部に取り付けられる伝達ギヤ４０３と噛合するとともに、駆動伝達部材用直動カム
３０１のギヤ部３０３のラックギヤ１３６と噛合するジョイント可動ギヤ４０４と、保持
軸４０２の右端部に取り付けられる伝達ギヤ４０３と噛合する中間ギヤ４０５と、この中
間ギヤ４０５と噛合する入力ギヤ４０６と、側面視略扇形状に形成され、その周面に入力
ギヤ４０６と噛合するギヤ４０７が形成された操作ギヤ部材４０８とを備えている。
【０１３５】
　ジョイント可動ギヤ４０４は、幅方向に延びる軸４０９が左側の側板３９９に回転自在
に受け取られることにより、その軸４０９を中心に回転自在に設けられている。
　中間ギヤ４０５および入力ギヤ４０６は、それぞれ幅方向に延びる軸４１０，４１１が
右側の側板３９９に回転自在に受け取られることにより、それらの軸４１０，４１１を中
心に回転自在に設けられている。
【０１３６】
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　操作ギヤ部材４０８は、幅方向に延びる軸４１２が右側の側板３９９に回転自在に受け
取られることにより、その軸４１２を中心に回転自在に設けられている。そして、操作ギ
ヤ部材４０８は、フロントカバー９が開いた状態では、図２６に示すように、ギヤ４０７
が形成されている側と反対側の端部がカバー支持部材３９８の操作部３９５の上端部に対
して上方から対向して接触し、ギヤ４０７の一端部で入力ギヤ４０６と噛み合っている。
一方、フロントカバー９が閉じた状態では、図２７に示すように、ギヤ４０７が形成され
ている側と反対側の端部がカバー支持部材３９８の操作部３９５の上端部に対して前方か
ら対向し、ギヤ４０７の他端部で入力ギヤ４０６と噛み合っている。
【０１３７】
　このような構成により、フロントカバー９が開かれると、カバー支持部材３９８の操作
部３９５が操作ギヤ部材４０８のギヤ４０７が形成されている側と反対側の端部を前方に
押し、操作ギヤ部材４０８が軸４１２を支点に回転（図２５および図２６における時計回
り方向）する。そして、操作ギヤ部材４０８の回転に伴って、入力ギヤ４０６が回転（図
２５および図２６における反時計回り方向）し、その回転が中間ギヤ４０５を介して右側
の伝達ギヤ４０３に伝達されて、この伝達ギヤ４０３とともに、保持軸４０２、各押圧部
材駆動ギヤ４０１および左側の伝達ギヤ４０３が回転（図２５および図２６における反時
計回り方向）する。その結果、各押圧部材用直動カム１２４が前方に移動されて、上述し
たように、各押圧部材１２１による現像カートリッジ２７の押圧が一斉に解除される。ま
た、左側の伝達ギヤ４０３の回転により、駆動伝達部材用直動カム３０１が前方に移動し
、上述したように、各カップリング雄部材１５３が連結位置から解除位置に向けて一斉に
移動して、各現像カートリッジ２７のカップリング雌部材１１３と各カップリング雄部材
１５３との結合が一斉に解除される。
【０１３８】
　これとは逆に、フロントカバー９が閉じられると、カバー支持部材３９８の操作部３９
５が操作ギヤ部材４０８のギヤ４０７が形成されている側と反対側の端部を後方に押し、
操作ギヤ部材４０８が軸４１２を支点に回転（図２５および図２６における反時計回り方
向）する。そして、操作ギヤ部材４０８の回転に伴って、入力ギヤ４０６が回転（図２５
および図２６における時計回り方向）し、その回転が中間ギヤ４０５を介して右側の伝達
ギヤ４０３に伝達されて、この伝達ギヤ４０３とともに、保持軸４０２、各押圧部材駆動
ギヤ４０１および左側の伝達ギヤ４０３が回転（図２５および図２６における時計回り方
向）する。その結果、各押圧部材用直動カム１２４が後方に移動されて、上述したように
、各押圧部材１２１により現像カートリッジ２７が一斉に押圧される。また、左側の伝達
ギヤ４０３の回転により、駆動伝達部材用直動カム３０１が後方に移動し、上述したよう
に、各カップリング雄部材１５３が連結位置から解除位置に向けて一斉に移動して、各現
像カートリッジ２７のカップリング雌部材１１３と各カップリング雄部材１５３との結合
が一斉に解除される。
７．接離機構
　さらに、このカラーレーザプリンタ１には、図２８に示すように、現像カートリッジ２
７を、感光ドラム２９に接触する接触位置と、感光ドラム２９から離間する離間位置とに
直線的に移動させるための接離機構５００が備えられている。
【０１３９】
　図２８は、接離機構５００の右前側上方から見た斜視図である。
　接離機構５００は、４つの現像カートリッジ２７を挟んで幅方向に対向配置され、前後
方向に直線移動可能に設けられた１対の接離部材５０１と、この１対の接離部材５０１を
同期して直線移動させるための同期移動機構５０２とを備えている。
　図２９は、左側の接離部材５０１の後端部付近の斜視図である。また、図３０は、接離
部材５０１による現像カートリッジ２７の接離の様子を示す右側面図である。さらに、図
３１は、１つの現像カートリッジ２７の近傍を示す右側面図である。
【０１４０】
　各接離部材５０１は、前後方向に細長い略板状に形成されており、その上面に側面視略
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台形状のカム部５０３を備えている。また、各接離部材５０１は、本体ケーシング２内の
両側板３９９の内面に設けられて、前後方向に延びる断面略Ｌ字状の接離部材ホルダ５０
４（図２９参照）に摺動可能に保持されており、各現像カートリッジ２７の現像フレーム
３６の両側壁１０７の上端部から幅方向外側に突出する突設部５０５に対して下方から対
向している。
【０１４１】
　カム部５０３は、各突設部５０５に対応して４つ設けられている。各カム部５０３は、
前側下方から後側上方に向かって傾斜する摺擦面５０６と、この摺擦面５０６の後端縁か
ら接離部材５０１の上面と平行に延びる平坦な離間面５０７とを有している。
　そして、４つのカム部５０３は、接離部材５０１の位置に応じて、図３０（ａ）に示す
ように、すべての突設部５０５がそれぞれ対応するカム部５０３の前方に位置する状態と
、図３０（ｂ）に示すように、ブラック現像カートリッジ２７Ｋの突設部５０５のみが対
応するカム部５０３の前方に位置し、その他の突設部５０５がそれぞれ対応するカム部５
０３上に位置する状態と、図３０（ｃ）に示すように、すべての突設部５０５がそれぞれ
対応するカム部５０３上に位置する状態とを取り得るように形成されている。
【０１４２】
　具体的には、４つのカム部５０３を前方から順に第１カム部５０３、第２カム部５０３
、第３カム部５０３および第４カム部５０３とした場合に、第１カム部５０３、第２カム
部５０３および第３カム部５０３は、同じ形状で、互いに等間隔を隔てて形成されている
。そして、第４カム部５０３は、第３カム部５０３との間に、第１カム部５０３、第２カ
ム部５０３および第３カム部５０３間の間隔よりも大きな間隔を隔てて配置され、第１カ
ム部５０３、第２カム部５０３および第３カム部５０３の離間面５０７よりも前後方向に
短い離間面５０７を有している。
【０１４３】
　同期移動機構５０２は、左側の接離部材５０１の直線移動に伴って、その左側の接離部
材５０１から右側の接離部材５０１に直線移動のための駆動力を伝達する構成になってい
る。
　すなわち、同期移動機構５０２は、左側の接離部材５０１の後端部上面に形成された左
側ラックギヤ５０８と、この左側ラックギヤ５０８と噛合する左側ピニオンギヤ５０９と
、右側の接離部材５０１の後端部上面に形成された右側ラックギヤ５１０と、この右側ラ
ックギヤ５１０と噛合する右側ピニオンギヤ５１１と、左側ピニオンギヤ５０９および右
側ピニオンギヤ５１１が相対回転不能に取り付けられる連結軸５１２と、左側の側板３９
９に固定され、図示しないモータの駆動力を伝達するための伝達ギヤ５５０と、この伝達
ギヤ５５０の回転力により一方向（図３０における反時計回り）に回転されるクランクギ
ヤ５１３と、クランクギヤ５１３の回転を左側の接離部材５０１の直線移動に変換するた
めの変換部材５１４とを備えている。
【０１４４】
　左側ピニオンギヤ５０９および右側ピニオンギヤ５１１は、図３０（ａ）に示すように
、接離部材５０１が最後方位置に移動されたときに、それぞれ左側ラックギヤ５０８およ
び右側ラックギヤ５１０の前端部でそれらに噛合し、図３０（ｃ）に示すように、接離部
材５０１が最前方位置に移動されたときに、それぞれ左側ラックギヤ５０８および右側ラ
ックギヤ５１０の後端部でそれらに噛合するように設けられている。
【０１４５】
　連結軸５１２は、両接離部材ホルダ５０４間に架設されて、それらの接離部材ホルダ５
０４に回転可能に支持されている。
　クランクギヤ５１３は、幅方向に延びる中心軸が側板３９９に回転自在に支持されてお
り、その周面に伝達ギヤ５５０と噛合するギヤ５１５が形成されている。さらに。クラン
クギヤ５１３には、幅方向内側に向けて突出する後側突出軸５１６が形成されている。
【０１４６】
　また、左側の接離部材５０１の最後端部には、幅方向内側に向けて突出する前側突出軸
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５１７が形成されている。この前側突出軸５１７は、図３０（ａ）および図３０（ｃ）に
示すように、接離部材５０１が最後方位置および最前方位置にある状態で、後側突出軸５
１６に対して平行をなした状態で前後方向に対向する。
　変換部材５１４は、後側突出軸５１６および前側突出軸５１７に対して回転可能に接続
されて、後側突出軸５１６と前側突出軸５１７との間に架設されている。
【０１４７】
　図３０（ａ）に示すように、接離部材５０１が最後方位置に移動されている状態では、
すべての現像カートリッジ２７の突設部５０５がそれぞれ対応するカム部５０３の前方に
位置し、接離部材５０１の上面がなす接触面５１８と対向し、すべての現像カートリッジ
２７が接触位置に移動されて、各現像カートリッジ２７の現像ローラ３９が対応する感光
ドラム２９に押圧されている。
【０１４８】
　この状態から、図示しないモータの駆動力により伝達ギヤ５５０が回転し、クランクギ
ヤ５１３が図中反時計回りに回転されると、後側突出軸５１６の前方への移動に伴って、
左側の接離部材５０１が前方に移動する。この左側の接離部材５０１の移動に伴って、左
側ピニオンギヤ５０９が図中時計回りに回転し、この左側ピニオンギヤ５０９の回転が連
結軸５１２を介して右側ピニオンギヤ５１１に伝達され、右側ピニオンギヤ５１１が左側
ピニオンギヤ５０９と同方向に回転することにより、右側の接離部材５０１が前方に移動
する。そして、図３０（ｂ）に示すように、クランクギヤ５１３が約９０度回転されると
、イエロー現像カートリッジ２７Ｙ、マゼンタ現像カートリッジ２７Ｍおよびシアン現像
カートリッジ２７Ｃの突設部５０５がそれぞれ対応するカム部５０３の摺擦面５０６上を
摺動した後、それらのカム部５０３の離間面５０７上に乗り上げ、ブラック現像カートリ
ッジ２７Ｋの突設部５０５のみが対応するカム部５０３の前方に位置した状態となる。こ
れにより、イエロー現像カートリッジ２７Ｙ、マゼンタ現像カートリッジ２７Ｍおよびシ
アン現像カートリッジ２７Ｃが上方に持ち上げられて離間位置に移動し、それらに備えら
れる現像ローラ３９が感光ドラム２９から離間するとともに。ブラック現像カートリッジ
２７Ｍに備えられる現像ローラ３９のみが感光ドラム２９と接触した状態となる。
【０１４９】
　さらに、モータが駆動されて、クランクギヤ５１３が図中反時計回りに回転され、図３
０（ｃ）に示すように、クランクギヤ５１３が約１８０度回転されると、接離部材５０１
が最前方位置に移動されて、すべての現像カートリッジ２７の突設部５０５がそれぞれ対
応するカム部５０３の離間面５０７上に乗り上げて、各現像カートリッジ２７が上方に持
ち上げられて離間位置に移動され、それらに備えられる現像ローラ３９が感光ドラム２９
から離間した状態となる。
【０１５０】
　その後さらに、モータが駆動されて、クランクギヤ５１３が図中反時計回りに回転され
ると、後側突出軸５１６の後方への移動に伴って、１対の接離部材５０１が連動して後方
に移動する。そして、図３０（ｃ）に示す状態からクランクギヤ５１３が１８０度回転さ
れると、図３０（ａ）に示す状態に戻り、すべての現像カートリッジ２７が接触位置に戻
される。
【０１５１】
　図３１に示すように、カム部５０３により現像カートリッジ２７が持ち上げられるとき
には、カム部５０３の摺擦面５０６上を摺動する突設部５０５が摺擦面５０６から前方に
向かう力を受ける。この突設部５０５が摺擦面５０６から受ける力は、この力を摺擦面５
０６に平行な方向の力成分と、その摺擦面５０６に垂直な方向の力成分とに分解される。
このカラーレーザプリンタ１では、各カム部５０３の摺擦面５０６の傾斜方向が、現像カ
ートリッジ２７の凸部１１９が支持部８８（支持部９６）に当接する方向と一致している
。そのため、摺擦面５０６に平行な方向の力成分は、凸部１１９を支持部８８に押し付け
る方向の力となる。これにより、凸部１１９が支持部８８に対して押し当てられ、現像カ
ートリッジ２７を安定した状態で接触位置から離間位置に移動させることができる。
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【０１５２】
　以上のように、この実施形態によれば、現像カートリッジ２７がドラムサブユニット２
８に装着された状態で、現像カートリッジ２７から突出するカラー部材１１１がドラムサ
ブユニット２８のサイドフレーム７５に形成された案内溝７７に嵌合し、現像カートリッ
ジ２７に設けられた凸部１１９がドラムサブユニット２８のセンタフレーム７６に設けら
れた支持部８８に当接して支持される。そのため、現像カートリッジ２７を支持部８８と
凸部１１９とにおいて支持することができるので、現像ローラ３９の駆動時に、カラー部
材１１１に加わる応力を緩和することができる。その結果、現像ローラ３９の駆動時にお
けるカラー部材１１１の破損を防止することができる。また、スコロトロン型帯電器３０
を支持するセンタフレーム７６に支持部８８が設けられることにより、支持部８８を設け
るための新たな部材の追加を不要とすることができ、支持部８８を設けることによる構成
の複雑化を回避することができる。
【０１５３】
　また、フロントビーム７２に支持部９６が設けられることにより、その最前端に配置さ
れる現像カートリッジ２７Ｙについても、構成の複雑化を回避することができながら、現
像ローラ３９の駆動時におけるカラー部材１１１の破損を防止することができる。
　そのうえ、現像ローラ３９の駆動時には、現像カートリッジ２７が振動して、支持部８
８，９６と凸部１１９とが摺擦するが、支持部８８，９６にそれぞれ摩擦低減テープ８９
，９７が貼着されているので、簡易な構成により、支持部８８，９６および凸部１１９の
摩耗を防止することができる。
【０１５４】
　また、凸部１１９の突出量により、現像カートリッジ２７とセンタフレーム７６および
フロントビーム７２との間隔が決まるので、現像カートリッジ２７とセンタフレーム７６
およびフロントビーム７２との間隔を精度よく管理することができる。
　さらには、凸部１１９の突出量を適切に設定することにより、現像カートリッジ２７と
センタフレーム７６との間に隙間を確保して、現像カートリッジ２７とセンタフレーム７
６との所望しない接触（現像カートリッジ２７の凸部１１９以外の部分とセンタフレーム
７６の支持部８８以外の部分との接触）を防止することができながら、その隙間に帯電カ
バー８５を配置することにより、スペースの有効利用を図ることができ、ひいては装置の
小型化を図ることができる。
【０１５５】
　また、この実施形態では、現像カートリッジ２７の自重により、現像カートリッジ２７
が現像ローラ軸５１（カラー部材１１１）を中心に、その上端部が前側に隣接するセンタ
フレーム７６またはフロントビーム７２にもたれ掛かる方向に倒れ、現像フレーム３６の
前壁１０９に形成されている各凸部１１９が、センタフレーム７６の支持部８８またはフ
ロントビーム７２の支持部９６に当接して支持されることにより、ドラムサブユニット２
８に対する現像カートリッジ２７の位置決めを達成することができる。
【０１５６】
　さらに、現像カートリッジ２７のカップリング雌部材１１３に回転力が入力されると、
現像カートリッジ２７に対して回転モーメントが生じ、この回転モーメントにより、凸部
１１９が支持部８８，９６にさらに押し当てられるとともに、カラー部材１１１が案内溝
７７の駆動時案内部７９の上面にさらに押し付けられる。これによって、現像カートリッ
ジ２７がドラムサブユニット２８に対して位置決めされる。そのため、カップリング雌部
材１１３への回転力の入力時に、ドラムサブユニット２８に対する現像カートリッジ２７
の位置ずれが生じることを防止することができる。
【０１５７】
　また、案内溝７７には、センタフレーム７６のセンタプレート８２の上面８７と略平行
な方向に傾斜する駆動時案内部７９が形成されてるので、現像ローラ３９の駆動時には、
駆動時案内部７９により現像カートリッジ３９の移動（振動）が案内される。そして、そ
の駆動時案内部７９とセンタフレーム７６の支持部８８が設けられている上面８７とがほ
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ぼ平行をなしているので、支持部８８に対する凸部１１９のスムーズな移動（摺動）を確
保することができる。そのため、支持部８８および／または凸部１１９に応力が加わるの
を防止することができ、支持部８８および凸部１１９の破損を防止することができる。
【０１５８】
　さらに、現像カートリッジ３９において、アジテータ３７の回転中心である回転軸４７
と凸部１１９とを通る直線Ｌ上に、トナー収容室４３内のトナーの量を光学的に検知する
ための検知光を通過させる窓４６が配置されているので、アジテータ３７によりトナー収
容室４３内のトナーを窓４６の位置まで掻き上げ、このとき窓４６を通過する検知光に基
づいて、トナー収容室４４内のトナーの量を検知することができる。
【０１５９】
　しかも、窓４６は、アジテータ３７の回転軸４７よりも凸部１１９に近い位置に配置さ
れているので、現像カートリッジ２７をドラムサブユニット２８に装着したときに、寸法
誤差により窓４６の位置がずれることを防止することができる。すなわち、現像カートリ
ッジ２７をドラムサブユニット２８に装着したときに、支持部８８は一定の位置（凸部１
１９との当接位置）に配置されるので、凸部１１９に近い位置に窓４６が配置されていれ
ば、現像カートリッジ２７が多少の寸法誤差を有していても、窓４６をほぼ一定の位置に
配置することができる。そのため、検知光が窓４６を確実に通過するので、その検知光に
基づいて、トナー収容室４４内のトナーの量を正確に検知することができる。
【０１６０】
　図３２は、第２実施形態に係るドラムユニット２６の側断面図である。また、図３３は
、第２実施形態の構成を図解的に示す平面図である。図３２および図３３の各図において
、上述の各部に相当する部分には、それら各部と同一の参照符号が付されている。また、
以下では、その同一の参照符号を付した各部についての詳細な説明を省略する。
　第１実施形態では、支持部８８，９６は、現像カートリッジ２７がドラムサブユニット
２８に装着された状態で、現像カートリッジ２７に向けて突出する側面視略半円形状に形
成され、支持部８８，９６の表面には、それぞれ摩擦低減テープ８９，９７が貼着されて
いるとした。
【０１６１】
　これに対し、この第２実施形態では、支持部８８，９６は、幅方向に延びる軸線まわり
に回転自在なコロで構成されている。
　このような構成によっても、現像カートリッジ２７が振動したときに、コロである支持
部８８，９６が回転することにより、支持部８８，９６と凸部１１９との摺擦を防止する
ことができる。そのため、支持部８８，９６および凸部１１９の摩耗を確実に防止するこ
とができる。
【０１６２】
　図３４は、第３実施形態に係るドラムユニット２６の側断面図である。また、図３５は
、その第３実施形態の構成を図解的に示す平面図である。図３４および図３５の各図にお
いて、上述の各部に相当する部分には、それら各部と同一の参照符号が付されている。ま
た、以下では、その同一の参照符号を付した各部についての詳細な説明を省略する。
　この第３実施形態では、現像フレーム３６の前壁１０９に、前方に向けて窪む凹部６０
１が形成されている。そして、支持部８８，９６は、前方に向けて凹部６０１の窪み量よ
りも大きく突出する側面視略半円形状に形成されており、現像カートリッジ２７がドラム
サブユニット２８に装着された状態で、現像カートリッジ２７の凹部６０１に嵌合して、
その凹部６０１との間で凹凸結合をなす。
【０１６３】
　このような構成によると、支持部８８，９６の突出量が凹部６０１の窪み量よりも大き
いので、現像カートリッジ２７の凹部６０１以外の部分（面）とセンタフレーム７６やフ
ロントビーム７２との接触を防止して、その凹部６０１以外の部分の損傷を防止すること
ができる。また、凹部６０１以外の部分が支持部８８，９６側に迫り出すことにより、そ
の分だけトナー収容室４４の容積が増大するので、トナー収容室４４に収容可能なトナー
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量の増大を図ることができる。
【０１６４】
　図３６は、第４実施形態に係るドラムユニット２６の側断面図である。また、図３７は
、その第４実施形態の構成を図解的に示す平面図である。図３６および図３７の各図にお
いて、上述の各部に相当する部分には、それら各部と同一の参照符号が付されている。ま
た、以下では、その同一の参照符号を付した各部についての詳細な説明を省略する。
　第１実施形態では、支持部８８，９６は、現像カートリッジ２７がドラムサブユニット
２８に装着された状態で、現像カートリッジ２７に向けて突出する側面視略半円形状に形
成され、支持部８８，９６の表面には、それぞれ摩擦低減テープ８９，９７が貼着されて
いるとした。
【０１６５】
　この第４実施形態では、支持部８８，９６に摩擦低減テープ８９，９７が貼着されてお
らず、現像カートリッジ２７の前壁１０９には、凸部１１９に代えて、幅方向に延びる軸
線まわりに回転自在なコロ６０２が設けられている。
　このような構成によっても、現像カートリッジ２７が振動したときに、コロ６０２が回
転することにより、支持部８８，９６とコロ６０２との摺擦を防止することができる。そ
のため、支持部８８，９６およびコロ６０２の摩耗を確実に防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１６６】
【図１】本発明の画像形成装置としてのカラーレーザプリンタの一実施形態を示す側断面
図である。
【図２】図１に示す現像カートリッジおよびドラムサブユニットの側断面図である。
【図３】図１に示すドラムユニット（２つの現像カートリッジが離脱した状態）の左前側
上方から見た斜視図である。
【図４】図１に示すドラムユニット（１つの現像カートリッジが離脱した状態）の平面図
である。
【図５】図４に示すドラムユニットの左側面図である。
【図６】図４に示すドラムユニットの左側上方から見た斜視図である。
【図７】図１に示すドラムユニット（１つの現像カートリッジが離脱し、左側の側板が取
り外された状態）の平面図である。
【図８】図７に示すドラムユニットの左側面図である。
【図９】図７に示すドラムユニットの左側上方から見た斜視図である。
【図１０】図１に示すドラムユニット（１つの現像カートリッジが離脱し、左側の側板お
よびサイドフレームが取り外された状態）の平面図である。
【図１１】図１０に示すドラムユニットの左側面図である。
【図１２】図１０に示すドラムユニットの左側上方から見た斜視図である。
【図１３】図１に示すドラムユニットを上下左右方向に沿った切断面で切断したときの断
面図である。
【図１４】図１に示すスキャナ部の平面図である。
【図１５】図１４に示すスキャナ部の正面図である。
【図１６】図１４に示す押圧機構の右前側上方から見た斜視図である。
【図１７】図１６に示す押圧部材により現像カートリッジが押圧されている状態を示す側
面図である。
【図１８】図１６に示す押圧部材が現像カートリッジから離間している状態を示す側面図
である。
【図１９】図１に示すカラーレーザプリンタに備えられる駆動力伝達ユニットの右側上方
から見た斜視図である。
【図２０】図１９に示す駆動力伝達ユニットの左前方から見た斜視図であり、ホルダ、モ
ータおよび現像駆動ギヤを省略して示す。
【図２１】図１９に示す駆動力伝達ユニットの左後方から見た斜視図であり、ホルダ、モ
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ータおよび現像駆動ギヤを省略して示す。
【図２２】図１９に示す駆動力伝達ユニットの右側上方から見た斜視図であり、カップリ
ング雄部材が退避している状態を示す。
【図２３】図２２に示す駆動力伝達ユニットの左前方から見た斜視図であり、ホルダ、モ
ータおよび現像駆動ギヤを省略して示す。
【図２４】図２２に示す駆動力伝達ユニットの左後方から見た斜視図であり、ホルダ、モ
ータおよび現像駆動ギヤを省略して示す。
【図２５】図１９に示すカップリング雄部材および現像駆動ギヤの正面図である。
【図２６】図１に示すカラーレーザプリンタに備えられる押圧機構、駆動力伝達ユニット
および連動機構の右前方から見た斜視図であり、フロントカバーが開かれた状態を示す。
【図２７】図１に示すカラーレーザプリンタに備えられる押圧機構、駆動力伝達ユニット
および連動機構の右前方から見た斜視図であり、フロントカバーが閉じられた状態を示す
。
【図２８】図１に示すカラーレーザプリンタに備えられる接離機構の右前側上方から見た
斜視図である。
【図２９】図２８に示す左側の接離部材の後端部付近の斜視図である。
【図３０】図２８に示す接離部材による現像カートリッジの接離の様子を示す右側面図で
ある。
【図３１】図２８に示す１つの現像カートリッジの近傍の右側面図である。
【図３２】第２実施形態（支持部がコロで構成される態様）に係るドラムユニットの側断
面図である。
【図３３】図３２に示すドラムユニットの構成を図解的に示す平面図である。
【図３４】第３実施形態（支持部が凸部であり、被支持部が凹部である態様）がコロで構
成される態様）に係るドラムユニットの側断面図である。
【図３５】図３４に示すドラムユニットの構成を図解的に示す平面図である。
【図３６】第４実施形態（被支持部がコロで構成される態様）に係るドラムユニットの側
断面図である。
【図３７】図３６に示すドラムユニットの構成を図解的に示す平面図である。
【符号の説明】
【０１６７】
　１　　　カラーレーザプリンタ
　２　　　本体ケーシング
　２６　　ドラムユニット
　２７　　現像カートリッジ
　２８　　ドラムサブユニット
　２９　　感光ドラム
　３０　　スコロトロン型帯電器
　３１　　クリーニングブラシ
　３７　　アジテータ
　３９　　現像ローラ
　３９　　現像カートリッジ
　４３　　トナー収容室
　４４　　現像室
　４６　　窓
　４７　　回転軸
　４８　　攪拌部材
　７２　　フロントビーム
　７５　　サイドフレーム
　７６　　センタフレーム
　７７　　案内溝



(36) JP 4345018 B2 2009.10.14

10

　７８　　着脱時案内部
　７９　　駆動時案内部
　８５　　帯電カバー
　８８　　支持部
　８９　　摩擦低減テープ
　９６　　支持部
　９７　　摩擦低減テープ
　１１１　カラー部材
　１１９　凸部
　６０１　凹部
　６０２　コロ
　Ｌ　　　直線
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